
『大乗起信論義記』研究（四）

著者 吾妻 重二, 井上 克人, 丹治 昭義
雑誌名 関西大学東西学術研究所紀要
巻 36
ページ 115-132
発行年 2003-03-31
その他のタイトル A Study of Fa Tsang's "Commentary on the

Discourse on the Awakening of Faith in the
Mahayana" (4)

URL http://hdl.handle.net/10112/16221



『
大
乗
起
信
論
義
記
』

今
回
は
「
解
釈
分
」
の
冒
頭
の
一
部
の
試
論
を
発
表
す
る
。

科
文
と
異
本
の
校
訂
も
未
完
成
で
掲
載
を
断
念
し
た
し
、
注
釈
な
ど
に
も
不

備
の
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
後
日
を
期
す
。

博
士
課
程
後
期
の
位
田
佳
永
、
前
期
の
小
椋
章
浩
の
両
君
の
協
力
を
得
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
。

L
a蓉
知
且
印
ra
南
條
文
雄
『
梵
文
入
榜
伽
経
』
大

谷
大
学
出
版
部
大
正
―
二
年

『
榜
伽
経
』
（
大
正
一
六
巻
）

四
巻
本
、
四
巻
榜
伽
『
榜
伽
阿
跛
多
羅
宝
経
』
大
正
No
六
七
〇

十
巻
本
、
十
巻
榜
伽
『
入
榜
伽
経
』
大
正
No
六
七
一

LA. 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

略
号
（
追
加
分
）

は
し
が
き

研
究

『
印
仏
』

『
日
仏
』

『
研
究
』
（
三
）

「
元
暁
」

坂
本
『
探
玄
記
』

鎌
田
『
五
教
章
』

七
巻
本
、
七
巻
榜
伽

『
摂
論
』

『
大
乗
入
榜
伽
経
』
大
正
Na六
七
二

長
尾
雅
人
『
摂
大
乗
論
』
上
下
、
イ
ン
ド
古
典
叢
書
、

講
談
社

坂
本
幸
雄
『
華
厳
探
玄
記
』
国
訳
一
切
経
、
大
東
出

版
社

鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
仏
典
講
座
二
八
、
大
蔵

出
版
社
、
昭
和
五
四
年

丹
治
昭
義
「
元
暁
の
『
起
信
論
』
注
釈
の
一
考
察
」

『
印
仏
』
五
一
巻
一
号
二
0
0
ニ
―
二
月

神
秘
主
義
研
究
班
編
「
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
」

『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
三
輯

印
度
学
仏
教
学
研
究

日
本
仏
教
学
会
年
報

神

秘

主

義

研

究

班

（四）

―
―
五 吾

妻

重

二

（
幹
事
）
井
上
克
人

丹

治

昭

義



い
数
を
標
し
『
海
東
疏
j

「
数
を
挙
げ
て

総
じ
て
標
す
」
（
二
0
六
下
五
）

②
顕
示
正
義
法
蔵
は
「
正
し
く
所
立
の

大
乗
の
法
義
を
釈
す
」
と
敷
術
し
て
い

る。

③
所
立
「
海
東
疏
』
「
正
し
く
立
義
分
の

中
の
所
立
を
釈
す
る
な
り
。
」
（
二
0
六
下

七）
り
法
義
法
蔵
は
「
正
義
」
の
義
を
法
（
衆

生
心
）
と
義
（
三
大
）
と
解
釈
し
、
「
顕
示
」

を
「
釈
す
る
こ
と
」
と
と
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

⑮
正
理
／
情
惑
注
（
二
）
参
照
。

⑥
階
降
「
五
教
章
」
「
云
何
が
諸
位
の
階

降
の
次
第
を
説
く
こ
と
を
得
る
や
」
（
四

九
0
上
ニ
ー
）
。

m
総
／
別
立
義
分
（
「
研
究
」
（
三
）
一

三
六
頁
）
の
「
総
立
」
（
四
行
目
）
の
解
釈

と
「
別
立
」
(
-
三
八
頁
五
行
目
）
の
解

釈。

⑱
衆
生
心
は
一
切
を
摂
す
立
義
分
（
「
研

究
」
（
三
）
―
―

I

I

六
頁
）
の
「
謂
＜
衆
生
心

な
り
」
（
三
行
目
）
及
び
「
是
の
心
は
則
ち

一
切
の
世
間
と
出
世
間
の
法
と
を
摂
す
」

(
1
0
行
目
）
の
省
略
形
。

⑨
何
を
以
て
の
故
に
「
研
究
」
（
三
）
一

三
八
頁
七
行
以
下
。

⑩
二
門
立
義
分
中
の
「
心
真
如
相
」
と

「
心
生
滅
相
」
。

仰
別
義
立
義
分
の
科
文
の
「
別
」
（
「
研

究
J

(I

―
-
）
一
三
八
頁
四
行
以
下
）
の
義
の

解
釈
。

門
別
義
也
。

別
者
。
繹
上
立
義
分
中
。
何
以
故
下

上
立
義
分
中
。
衆
生
心
振
一
切
等
也
。

初
中
有
二
。
先
継
後
別
。
継
者
。
繹

辮
相
中
。
繹
上
三
名
即
為
三
段
。

辮
趣
正
階
降
。
故
有
分
別
登
趣
道
相
。

故
に
分
別
発
趣
道
相
有
り
。

者
分
別
登
趣
道
相
。

解
釈
分
に
三
種
有
り
。
云
何
が
三
と
為
す
。

②
 

一
に
は
顕
示
正
義
、

一
者

巳
に
立
義
分
を
説
け
り
。
次
に
解
釈
分
を
説
か
ん
。

し
、
二
に
は
名
を
列
し
、
三
に
は
相
を
弁
ず
。

正
し
く
解
釈
を
明
か
す
。
文
を
釈
す
る
中
に
三
有
り
。

解
繹
分
中
有
二
。
初
結
前
生
後
。

二
正
明
解
繹
゜

繹
文
中
有
―
―
―
°

標
敷
。
二
列
名
。
三
辮
相
。

巳
説
立
義
分
。
次
説
解
繹
分
。
解

糧
分
有
三
種
。
云
何
鴬
三
。

顕
示
正
義
。
二
者
封
治
邪
執
。
三

列
名
中
。
初
顕
示
正
義
者
。
正
繹
所

立
大
乗
法
義
。
次
正
理
既
明
。
情
惑
斯

遣
。
故
有
封
治
邪
執
。
邪
執
既
亡
。
次

大
乗
起
信
論
義
記
巻
中
本

京
兆
府
魏
國
西
寺
沙
門
法
蔵
撰

大
乗
起
信
論
義
記

〔
三
、
解
釈
分
〕

（一）解
釈
分
の
中
に
二
有
り
。
初
め
に
前
を
結
び
て
後
を
生
ず
。
二
に
は

0
 

一
に
は
数
を
標

ニ
に
は
対
治
邪
執
、
三
に
は
分
別
発
趣
道
相
な
り
。

（

二

）

⑪

⑭

名
を
列
す
る
中
、
初
め
の
顕
示
正
義
は
、
正
し
く
所
立
の
大
乗
の
法

⑤

回

義
を
釈
す
。
次
に
正
理
既
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
情
惑
斯
に
遣
る
。
故
に

僻

対
治
邪
執
有
り
。
邪
執
既
に
亡
け
れ
ば
、
次
に
趣
正
の
階
降
を
弁
ず
。

相
を
弁
ず
る
中
、
上
の
三
名
を
釈
し
て
即
ち
三
段
と
為
す
。

初
め
の
中
に
二
有
り
。
先
に
総
、
後
に
別
な
り
。
総
と
は
、
上
の
立

義
分
の
中
の
「
架
生
心
は
一
切
を
摂
す
」
等
を
釈
す
る
な
り
。
別
と
は
、

⑬

価

"

上
の
立
義
分
の
中
の
「
何
を
以
て
の
故
に
」
よ
り
下
の
二
門
の
別
義
を

釈
す
る
な
り
。

巻
中
の
本

b
 

ー5
 

2
 

京
兆
府
魏
国
西
寺
沙
門
法
蔵
撰

―
―
六
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（
一
）
底
本
は
冒
頭
に
「
解
釈
分
中
有
二
初
結
前
生
後
」
を
置
き
、
『
起
信
論
』
の
本
文

「
已
説
立
義
分
次
説
解
釈
分
」
を
「
解
釈
有
三
種
云
何
為
三
一
者
顕
示
正
義
」
と

「
二
者
対
治
邪
執
」
と
「
三
者
分
別
発
趣
道
相
」
と
に
三
分
し
、
各
々
に
そ
れ
ぞ
れ

の
注
釈
を
割
り
つ
け
て
い
る
が
、
今
は
体
系
本
や
、
「
立
義
分
」
の
冒
頭
の
割
り
つ

け
を
参
考
に
し
て
改
め
た
。
内
容
の
上
か
ら
も
こ
の
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
「
顕
示
正
義
」
等
の
三
段
（
曇
延
は
章
、
「
浄
影
疏
』
で
は
段
）
の
順
序
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
も
の
に
他
に
は
『
浄
影
疏
』
が
あ
る
。

初
め
に
弁
ず
る
所
の
正
理
は
、
邪
局
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
、
先
ず
顕
示
正

義
を
明
す
。
正
を
立
つ
る
こ
と
既
に
周
し
。
宜
し
く
以
て
邪
を
遣
る
べ
し
。

故
に
次
に
第
二
に
対
治
邪
執
あ
り
。
是
非
を
示
す
こ
と
已
り
て
、
是
を
柁
き

て
入
る
べ
し
。
故
に
次
に
第
三
に
発
趣
道
相
あ
り
。
（
一
七
九
下
ニ
ー
五
）

こ
の
よ
う
に
、
彼
は
正
義
を
正
理
と
す
る
。
義
理
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、

そ
の
正
理
は
邪
局
が
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
顕
示
正
義
を
明
か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
正
理
の
確
立
が
あ
ま
ね
く
ゆ
き
と
ど
く
と
、
次
に
邪
局
を
否
定
す
べ
き
で
あ

る
か
ら
、
対
治
邪
執
が
説
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
正
義
と
邪
執
と
い
う
是
と
非
を

示
し
お
わ
る
と
、
次
に
是
、
即
ち
正
義
に
人
々
を
導
い
て
、
そ
れ
に
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
か
ら
発
趣
道
相
が
あ
る
と
い
う
。

法
蔵
は
正
義
を
法
義
と
も
す
る
が
、
浄
影
と
同
じ
よ
う
に
正
理
と
も
す
る
。
し

か
し
『
浄
影
疏
』
が
正
義
と
邪
執
を
是
と
非
と
す
る
の
に
対
し
て
、
法
蔵
は
正
理

と
情
惑
と
を
対
と
す
る
。
情
は
人
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
凡
夫
の

妄
念
、
迷
い
の
心
で
あ
る
。
そ
れ
を
情
と
い
っ
て
心
と
し
な
い
の
は
「
衆
生
心
」

の
心
と
区
別
す
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。

（
三
）
該
摂
は
『
五
教
章
』
の
「
建
立
乗
」
の
冒
頭
で
分
相
の
対
概
念
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
（
四
七
七
上
）
。
そ
こ
で
は
一
乗
と
三
乗
の
関
係
を
分
相
門
と
該
摂
門
に

分
け
て
論
じ
て
お
り
、
分
相
は
「
別
教
一
乗
は
彼
の
三
乗
に
別
す
る
な
り
」
と
い

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

顕
示
正
義
者
。
依
＿
心
法
有
二
種

―
―
七

総
の
中
に
三
有
り
。
初
め
に
は
法
に
依
り
て
門
を
開
き
、
二
に
は
其

（三）

の
二
門
を
列
し
、
三
に
は
二
門
該
ね
て
摂
す
。

（四）顕
示
正
義
と
は
、

う
よ
う
に
、
一
乗
が
一
二
乗
と
は
別
異
・
「
不
こ
で
あ
る
（
三
乗
よ
り
勝
れ
て
い

る
）
面
を
示
し
、
該
摂
は
「
一
切
の
三
乗
等
の
法
は
本
来
悉
く
是
れ
彼
の
一
乗
法

な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
乗
法
が
本
来
一
乗
で
あ
る
、
即
ち
同
一
・
「
不
異
」
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
真
如
と
生
滅
の
二
門
を
列
挙
（
科
文
二
）
し

な
が
ら
そ
の
二
門
が
互
い
に
他
を
あ
わ
せ
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
一
心
が
二
門
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
起
信
論
』
の
体
系
の
根
本
を
示
す
。
同
じ

如
来
蔵
論
を
説
く
『
宝
性
論
」
な
ど
の
イ
ン
ド
の
経
論
が
説
く
如
来
蔵
思
想
は
、
界
・

真
如
を
根
拠
と
し
て
染
浄
．
迷
妄
が
成
り
立
つ
こ
と
を
基
本
的
構
造
と
す
る
。
『
起

信
論
』
は
そ
れ
を
本
覚
を
根
拠
と
す
る
不
覚
と
始
覚
の
成
立
と
い
う
生
滅
門
に
お

け
る
心
の
構
造
と
し
、
そ
れ
よ
り
も
よ
り
根
源
的
な
区
別
と
し
て
衆
生
心
が
二
門

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
こ
れ
は
大
乗
仏
教
で
も
空
の
立
場
は
も
と
よ
り
、

唯
識
の
立
場
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
し
、
な
り
得
な
い
が
、
如
来
蔵
論
で
は
不

可
避
の
根
本
問
題
で
あ
る
。
『
起
信
論
』
の
注
釈
者
の
中
で
、
こ
の
一
心
が
ど
う
し
て

二
門
な
の
か
を
最
も
強
く
意
識
し
た
の
は
元
暁
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
注
釈
者
を

も
悩
ま
し
た
ア
ポ
リ
ア
で
あ
る
。
彼
ら
の
こ
の
難
問
に
対
す
る
基
本
的
な
解
答
が

こ
の
一
節
の
各
々
の
注
釈
の
な
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

注
釈
者
に
よ
っ
て
科
文
の
分
け
方
は
若
干
異
な
る
が
、
こ
の
一
節
を
等
し
く
「
ニ

門
の
総
釈
」
と
し
て
い
る
点
で
は
彼
ら
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
今
は
簡

略
に
注
釈
者
た
ち
の
見
解
を
示
し
て
お
く
。
注
釈
者
た
ち
が
問
題
に
し
て
い
る
の

は
「
一
心
の
法
に
依
り
て
二
種
の
門
有
り
」
と
「
是
の
二
種
の
門
は
皆
各
一
切
法
を

総
摂
す
」
と
い
う
主
張
と
、
「
是
の
二
門
は
相
い
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
い

う
論
拠
を
示
す
陳
述
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
以
下
で
は
、
順
に
命
題
ー
、
命
題
II
、理

由
句
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

(
-
）
唐
訳
は
、
冒
頭
の
「
已
に
立
義
分
を
説
け
り
。
次
に
解
釈
分
を
説
か
ん
」
を
、

立
義
分
の
冒
頭
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
「
云
何
が
解
釈
分
な
る
」
に
改
め
て
お
り
、

一
心
の
法
に
依
り
て
二
種
の
門
有
り
。

二
門
。
三
二
門
該
振
。

継
中
有
三
。
初
依
法
開
門
。
二
列
其
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「
云
何
が
二
と
為
す
」
を
「
所
謂
」
と
す
る
。
『
起
信
論
』
で
は
「
正
義
を
顕
示
す
」
等
の

三
種
の
文
言
を
各
々
章
題
と
し
て
い
る
が
、
唐
訳
で
は
章
題
で
な
く
、
三
種
に
分
つ

理
由
と
し
て
三
章
の
内
容
上
の
特
徴
を
説
示
し
た
と
取
っ
て
い
る
。
用
語
の
上
で

は
唐
訳
は
正
義
を
「
実
義
」
と
し
、
「
道
に
発
趣
す
る
相
」
（
発
趣
道
相
）
を
「
正
道
を
修

行
す
る
相
」
（
修
行
正
道
相
）
と
改
め
て
い
る
。
実
義
は
s
a
d
a
r
t
h
a
、b
h
u
t
a
r
t
h
a
を
予

想
さ
せ
る
し
、
後
者
の
修
行
正
道
の
修
行
は
、
発
趣
よ
り
も
解
り
易
い
。
後
の
本
文

で
は
「
起
信
論
』
は
「
発
心
修
行
し
て
趣
向
す
る
義
」
、
唐
訳
は
「
発
心
修
習
し
て
現
前

せ
し
む
る
」
で
あ
る
か
ら
内
容
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
。
恐
ら
く
唐
訳
の
「
修
行
」
は

「
発
心
修
習
し
て
現
前
せ
し
め
る
」
全
体
を
示
す
概
念
で
あ
ろ
う
。
唐
訳
は
、
理
由
句

に
「
此
れ
展
転
し
て
相
い
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
、
「
展
転
」
を
加
え
て
い

る
。
展
転
は
普
通
は
P
臼

amparaや
苔

upurvaの
訳
で
、
順
次
、
連
続
、
さ
ら
に
伝
統

を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は

gy
o
n
y
a
、
相
互
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
一
一
門
が
相
互
に

薫
習
し
合
っ
て
相
い
離
れ
な
い
と
い
う
点
を
強
調
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
曇
延
は
命
題
ー
に
は
科
文
と
し
て
「
法
に
約
し
て
数
を
挙
ぐ
」
と
い
っ
て
い

る
だ
け
で
、
内
容
に
入
っ
て
注
を
加
え
て
い
な
い
。
命
題
II
に
は
「
略
し
て
二
門
に

法
義
を
摂
む
る
こ
と
を
釈
す
」
と
注
し
て
い
る
。
命
題
II
で
は
「
一
切
法
」
を
摂
め
る

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
法
義
は
「
一
切
法
」
に
当
る
が
、
曇
延
は
一
切
法
で
な
く
、

大
乗
と
い
う
法
と
解
し
、
単
に
法
だ
け
で
な
く
、
義
を
も
摂
す
る
と
す
る
よ
う
で
あ

る
。
即
ち
、
大
乗
の
法
で
あ
る
衆
生
心
と
大
乗
の
義
で
あ
る
一
二
大
を
も
二
門
共
に
摂

し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

彼
は
命
題
II
に
続
く
「
此
の
義
云
何
」
を
、
命
題
II
の
成
立
に
対
す
る
批
判
と
解

釈
し
、
そ
の
批
判
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
「
（
二
門
と
い
う
以
上
、
相
違
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
）
二
門
に
相
違
（
差
別
）
が
あ
る
な
ら
ば
、
応
に
一
切
法
・

法
義
を
摂
す
る
門
と
摂
し
な
い
門
と
に
分
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
っ
て
始

め
て
、
相
違
（
差
別
）
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
二
門
共
に
一
切
法
・
法

義
を
総
摂
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
二
門
の
各
々
の
相
の
相
違
（
異
）
を
何
を
以
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
。

彼
は
理
由
旬
を
こ
の
疑
義
・
批
判
に
対
す
る
解
答
と
し
、
そ
の
意
味
を
次
の
よ
う

に
解
説
す
る
。
「
こ
の
理
由
句
は
摂
と
不
摂
と
い
う
相
い
異
な
る
体
が
あ
る
と
い
う

理
由
で
、
二
門
に
相
違
（
差
別
）
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
う
で
な
く
て
、
逆
に
、
二
門
が
こ
も
ご
も
（
更
）
相
い
薫
習
し
あ
っ
て
、
各
々

総
摂
し
て
い
る
こ
と
を
顕
か
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

こ
の
場
合
、
摂
は
一
切
法
を
摂
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
切
法
を
摂
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
生
滅
門
も
真
如
門
を
摂
持
し
、
真
如
門
も
生
滅
門
を
摂
す
る
こ
と
で
あ
る

と
彼
は
解
釈
す
る
。
前
者
、
心
生
滅
門
の
場
合
、
こ
の
門
は
一
切
の
染
法
を
摂
す
る

が
、
同
時
に
必
ず
真
如
を
体
（
生
滅
心
の
体
？
）
と
し
て
い
る
の
で
真
如
門
を
も
摂

持
し
て
い
る
。
後
者
、
心
真
如
門
の
場
合
、
こ
の
門
は
一
切
の
浄
法
を
摂
す
る
が
、
同

時
に
、
大
乗
の
言
説
と
そ
の
意
味
、
法
と
三
大
の
義
（
名
義
？
）
を
知
る
の
は
、
（
心
真

如
で
あ
る
真
心
で
な
く
）
妄
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
更
に
「
数
々
薫
習
し
、
浄
法

を
始
む
」
る
の
で
あ
る
か
ら
、
真
如
門
は
妄
心
の
功
能
を
摂
持
し
て
い
る
。
換
言
す

れ
ば
、
妄
心
に
由
る
の
で
あ
る
か
ら
、
心
生
滅
門
を
摂
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

彼
が
一
切
法
を
摂
す
る
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
二
門
が
各
々
他
の
門
を
摂
す
る
こ

と
と
解
釈
し
た
の
は
、
立
義
分
の
、
特
に
三
大
の
説
明
を
見
れ
ば
、
当
然
の
解
釈
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
、
原
則
的
に
は
真
如
門
は
浄
法
を
摂

し
、
生
滅
門
は
染
法
を
摂
す
、
と
し
、
二
門
を
相
対
的
に
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
次
に
「
若
し
く
は
妄
心
の
真
、
妄
外
に
非
ず
と
説
き
、
若
し
く
は
真
心
の

妄
、
真
外
に
非
ず
と
説
く
、
氷
と
水
と
相
い
摂
す
る
が
如
し
」
と
、
真
心
と
妄
心
と
の

相
対
的
な
関
係
で
二
門
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ

れ
ば
、
法
蔵
の
よ
う
な
真
如
門
の
超
越
性
、
真
妄
、
染
浄
を
撥
無
し
、
鈴
融
合
摂
し
た

絶
対
性
は
曇
延
の
思
想
に
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
『
曇
延
疏
』
0
五
三
五
）

（
三
）
慧
遠
は
立
義
分
の
冒
頭
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
は
「
已
に
立
義
分
を
説

け
り
」
を
無
視
し
、
「
次
に
解
（
釈
）
分
を
説
か
ん
」
を
「
表
顕
」
と
す
る
。
彼
は
先
ず
三

章
（
彼
自
身
は
三
段
と
表
現
す
る
）
が
必
然
的
順
序
で
あ
る
こ
と
を
示
す
(
-
四
九

頁
注
二
参
照
）
。
彼
は
「
顕
示
正
義
と
は
」
を
題
章
門
と
名
づ
け
て
い
る
。
命
題
ー
の

注
釈
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
先
ず
「
一
心
」
で
あ
る
。
彼
は
「
色
と
無
作
と
の
二

衆
を
簡
異
し
、
但
だ
一
心
衆
の
み
の
故
に
一
心
と
言
う
」
と
解
説
す
る
。
色
と
無
作

と
心
と
い
う
三
緊
の
法
相
に
つ
い
て
詳
し
く
な
い
が
、
三
緊
は
色
法
と
心
法
と
非

色
非
心
の
無
作
業
と
い
う
法
と
で
あ
ろ
う
。
慧
遠
は
、
一
心
を
心
と
い
う
一
実
体
で

な
く
、
三
棗
の
中
の
一
棗
で
あ
る
八
識
・
九
識
と
い
う
多
数
の
識
の
あ
つ
ま
り
と
い

う
意
味
で
「
一
」
心
と
い
っ
た
の
だ
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
は
「
一
心
の
法
に
依
り
て
」
の
「
依
」
は
根
拠
・
基
体
と
い
う
意
味
で
な
く
、
「
此

れ
（
一
心
と
い
う
法
）
に
就
い
て
義
を
明
す
」
こ
と
と
す
る
か
ら
、
「
一
心
に
関
し
て
」

「
一
心
に
は
」
と
い
う
主
題
の
表
顕
の
意
味
で
理
解
し
て
い
る
。
義
は
究
極
的
に
は

体
・
相
・
用
の
三
大
に
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
心
の
あ
り
方
と
し
て
の
心
真
如
と
心

J¥ 
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生
滅
の
二
義
で
あ
り
、
こ
の
二
義
に
随
っ
て
、
二
と
い
う
数
に
依
っ
て
、
二
門
に
分

類
す
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
慧
遠
の
解
釈
で
は
心
真
如
は
第
九
識
の
臼
nala(
無
垢
）

識
で
あ
り
、
心
生
滅
は
第
八
識
の
iilaya(
阿
頼
耶
）
識
で
あ
り
、
前
者
を
心
真
如
と

呼
ぶ
理
由
は
阿
摩
羅
識
が
「
全
く
是
れ
真
」
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
い
、
後
の
識
が
心
生

滅
と
い
う
の
は
、
阿
頼
耶
識
は
「
縁
に
随
っ
て
妄
を
成
じ
、
大
乗
、
即
ち
心
の
体
を
阿

頼
耶
識
の
中
に
摂
め
、
妄
を
成
じ
る
用
に
従
っ
て
心
生
滅
の
中
に
摂
在
す
る
」
か
ら

だ
と
言
う
。
彼
は
一
説
と
し
て
心
生
滅
は
、
前
六
識
と
第
七
識
で
あ
る
と
い
う
解
釈

を
も
並
記
し
て
い
る
。

慧
遠
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
、
一
心
が
二
門
で

あ
る
こ
と
の
問
題
点
を
一
二
点
あ
げ
て
、
問
答
の
か
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
(
-
)
も
し
第
八
識
が
「
全
く
是
れ
妄
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
是
、
即
ち
正
義
で
な
い

こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
心
の
生
滅
は
非
是
（
即
ち
「
正
義
で
な
い
」
）
で
は

な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
「
是
に
如
が
う
や
」
即
ち
、
ど
う
し
て
非
是
で
な
い
、
是
、

正
義
と
な
る
の
か
。
(
―
-
)
真
と
妄
は
矛
盾
し
、
相
い
合
す
る
理
は
あ
り
得
な
い
。
そ

れ
な
の
に
ど
う
し
て
心
真
如
と
心
生
滅
、
即
ち
、
真
と
妄
は
一
心
な
の
か
。
（
三
）
ど

う
し
て
妄
に
つ
い
て
真
を
論
じ
る
の
か
。
こ
れ
ら
は
、
或
い
は
、
曇
延
の
注
釈
に
見

ら
れ
る
真
妄
の
問
題
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
慧
遠
は
こ
の

三
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
自
己
の
見
解
を
開
陳
し
て
い
る
。

彼
は
問
（
一
）
に
対
し
て
、
妄
は
用
に
関
す
る
こ
と
で
、
生
滅
は
法
体
に
関
す
る
こ

と
で
あ
る
と
し
、
法
体
が
用
に
随
う
の
で
心
の
生
滅
は
成
立
す
る
が
、
法
体
自
身
は

真
で
あ
る
か
ら
真
如
で
あ
っ
て
生
滅
で
は
な
い
と
、
妄
と
生
滅
を
区
別
し
て
答
え

て
い
る
。
彼
は
、
「
不
染
而
染
。
其
体
常
住
」
と
い
う
経
文
を
教
証
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。
経
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
「
不
染
而
染
、
染
而
不
染
」
を
『
勝
嬰
経
』
の
文

と
す
る
。
元
暁
は
、
し
か
し
、
こ
の
文
を
生
滅
門
の
中
の
所
説
と
す
る
(
-
五
三
頁
、

注
（
五
）
参
照
）
。
問
（
二
）
に
対
し
て
彼
は
曇
延
に
近
い
見
解
を
述
べ
る
。
即
ち
随
妄

の
義
は
常
に
妄
を
成
立
す
る
が
、
真
を
妨
げ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
全
真
の
義
は
常

に
真
な
ら
し
め
る
、
即
ち
真
で
あ
り
つ
づ
け
る
（
或
い
は
浄
化
す
る
？
）
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
妄
を
妨
げ
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
柱
の
例
を
挙
げ
る
が
、
転
滅
の
転
の

面
、
仮
名
の
義
が
明
瞭
で
な
い
。
彼
の
解
答
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
真
心
に
二
義

あ
る
を
や
」
と
い
っ
て
一
心
を
真
心
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
法
蔵
に

顕
著
で
あ
る
。
第
三
の
問
に
対
し
て
彼
は
、
そ
も
そ
も
心
生
滅
と
は
「
真
と
妄
と
合

し
縁
集
り
て
起
滅
す
る
」
こ
と
だ
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
如
来
蔵
思
想
の
、

「
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

―
―
九

そ
も
そ
も
の
出
発
点
と
な
る
問
題
で
あ
る
。
妄
に
真
が
な
け
れ
ば
、
妄
は
絶
対
と
な

り
、
従
っ
て
真
に
な
る
こ
と
、
解
脱
も
あ
り
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

命
題
II
に
関
し
て
、
慧
遠
は
一
一
説
を
説
く
。
一
説
は
、
真
如
門
は
皆
「
出
世
間
の
一

切
法
を
摂
し
」
、
生
滅
門
は
皆
「
世
間
の
一
切
法
を
摂
す
」
る
か
ら
「
皆
『
総
摂
』
と
名

づ
く
」
る
の
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
説
が
二
門
を
染
浄
の
相
対
的
関
係
に
後

退
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
二
説
は
一
一
門
共
に
「
皆
世
間
出
世
間
の

一
切
法
を
摂
す
」
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
真
如
は
縁
に
随
う
も
の
で

は
な
い
が
、
染
浄
の
所
依
で
あ
り
、
諸
法
の
体
で
あ
る
か
ら
「
各
摂
」
と
い
い
、
心
生

滅
は
浄
縁
に
随
う
の
は
理
を
転
じ
て
（
修
）
行
を
成
じ
、
染
（
縁
）
に
随
え
ば
妄
を
成

ず
る
の
だ
か
ら
「
皆
摂
」
と
い
う
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
「
皆
各
総
」
と
い
い

な
が
ら
、
真
如
、
浄
縁
、
染
縁
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
の
で
説
得
力
は
な
い
。

（
四
）
元
暁
は
命
題
ー
を
十
巻
榜
伽
（
五
一
九
上
一
ー
ニ
）
の
「
寂
滅
と
は
名
づ
け

て
一
心
と
為
す
。
一
心
と
は
如
来
蔵
と
名
づ
く
」
と
い
う
経
本
の
解
釈
・
釈
文
で
あ

り
、
真
如
門
は
前
半
の
「
寂
滅
と
は
名
づ
け
て
一
心
と
為
す
」
の
釈
で
あ
り
、
生
滅
門

は
「
一
心
と
は
如
来
蔵
と
名
づ
く
」
の
釈
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
教
証
を
用

い
た
こ
と
は
、
一
心
二
門
が
解
明
し
が
た
い
だ
け
で
な
く
、
仏
説
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
彼
は

一
心
二
門
を
空
の
論
理
に
よ
っ
て
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
「
元
暁
」
参
照
）
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
彼
は
二
門
、
特
に
生
滅
門
を
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
殆
ど

取
り
入
れ
な
が
ら
、
法
蔵
は
教
証
に
よ
る
の
で
な
く
論
証
し
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
「
約
体
絶
相
の
義
」
と
「
随
縁
起
滅
の
義
」
（
本
稿
一
五
二
頁
）
で
あ
る
。

元
暁
は
命
題
II
を
立
義
分
の
文
の
解
釈
と
す
る
。
彼
は
立
義
分
で
は
「
心
は
一
切

法
を
摂
す
る
」
と
説
き
、
こ
こ
で
は
心
の
二
門
が
皆
各
総
じ
て
摂
す
る
こ
と
を
顕
わ

す
と
注
釈
す
る
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
元
暁
は
理
由
旬
を
「
二
門
が
各
総
摂
す
る
義

を
釈
す
」
と
解
釈
し
、
真
如
門
に
つ
い
て
「
真
如
門
は
是
れ
染
浄
の
通
相
な
る
を
以

て
通
相
の
外
に
別
の
染
浄
無
し
。
故
に
（
染
浄
の
諸
法
を
）
総
摂
す
る
こ
と
を
得
る
」

と
説
く
が
、
法
蔵
は
そ
れ
を
命
題
II
の
注
釈
で
用
い
て
い
る
（
本
稿
一
五
六
頁
）
。

『
海
東
別
』
で
は
、
前
半
は
「
染
浄
」
が
「
諸
法
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
同
じ
で
あ
る

が
、
「
故
に
」
以
下
が
「
諸
法
は
皆
通
相
の
所
摂
と
為
る
」
で
あ
る
。
趣
旨
は
変
わ
ら
な

い
。
『
海
東
別
』
は
他
に
真
如
門
に
つ
い
て
微
塵
と
瓦
器
の
比
喩
を
説
い
て
い
る
が
、

こ
れ
も
法
蔵
は
採
用
し
て
い
る
。
法
蔵
の
注
釈
は
生
滅
門
に
つ
い
て
も
論
旨
も
比

喩
も
『
海
東
疏
』
と
『
海
東
別
』
の
踏
襲
で
あ
る
。
そ
の
幾
つ
か
は
注
記
し
た
。
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皿
珀
本
絶
咀
の
義
体
の
絶
相
に
約
す
る

の
義
。
「
真
如
門
約
体
絶
相
説
。
本
覚
約
性

功
徳
説
」
（
二
五
六
上
二
二
）

旧
識
に
二
義
有
り
「
此
識
有
二
種
義
」

（
五
七
六
中
一
）

閥
本
覚
『
起
信
論
」
（
五
七
六
中
一
四
、

一
五
等
）
に
初
出
の
中
心
概
念
の
一
。
法

蔵
は
生
滅
門
の
中
の
真
如
、
大
乗
の
体
と

解
釈
す
る
。
次
に
く
る
「
生
滅
門
」
の
覚

の
教
説
の
中
に
「
此
の
法
身
に
依
り
て
説

い
て
本
覚
と
名
づ
く
。
何
を
以
て
の
故
に

本
覚
…
」
な
ど
と
頻
出
す
る
。
こ
の
本
覚

は
天
台
本
覚
論
な
ど
後
代
に
大
き
な
影
響

を
及
ぽ
し
た
。

佃
自
の
体
「
立
義
分
」
中
の
「
是
の
心
の

生
滅
の
因
縁
の
相
は
能
＜
摩
詞
術
の
自
の

体
と
相
と
を
示
す
。
」
（
「
研
究
』
（
三
）
一
四

0
頁
）
。
自
体
を
法
蔵
は
「
自
の
体
」
と
読

む
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
研
究
j

（三）一

四
三
頁
補
注
（
一
）
参
照
。
た
だ
し
、
法
蔵
が

常
に
「
自
の
体
」
と
意
識
し
て
い
た
か
は
疑

わ
し
い
。

義
一
中
本
覺
是
也
。
上
文
生
滅
門
中
自

不
動
亦
在
動
門
。
是
故
下
文
云
識
有

二
随
縁
起
滅
義
。
即
生
滅
門
也
。
謂

随
い
て
転
動
し
て
染
浄
と
成
る
。
染
浄
は
成
る
と
雖
も
、
性
は
恒
に
不

於
二
義
。

非
染
非
浮
。
非
生
非
滅
。
不
動
不
韓
゜

不
待
滅
也
。
凡
夫
禰
勒
同
一
際
也
。

随
薫
轄
動
成
於
染
浮
。
染
浮
雖
成
。
性

恒
不
動
。
只
由
不
動
能
成
染
浮
。
是
故

骰
是
也
。
勝
霊
中
。
不
染
而
染
。
染
而
不

平
等
一
味
。
性
無
差
別
。
衆
生
即
涅
槃
゜

一
約
骰
絶
相
義
。
即
慎
如
門
也
。
謂

を
謂
う
。

⑬
 

一
に
は
約
体
絶
相
の
義
に
し
て
、
即
ち
真
如
門
な
り
。
謂
く
、
染
に

非
ず
浄
に
非
ず
、
生
に
非
ず
滅
に
非
ず
、
動
ぜ
ず
転
ぜ
ず
、
平
等
一
味

に
し
て
性
に
差
別
無
し
。
衆
生
即
ち
涅
槃
に
し
て
、
滅
を
待
た
ざ
る
な

（

三

）

（

四

）

り
。
凡
夫
と
弥
勒
と
同
一
の
際
な
り
。

ニ
に
は
随
縁
起
滅
の
義
に
し
て
、
即
ち
生
滅
門
な
り
。
謂
く
、
黛
に

動
な
り
。
只
だ
不
動
に
由
り
て
の
み
能
く
染
浄
と
成
る
。
是
の
故
に
不

動
も
亦
た
動
門
に
在
り
。
是
の
故
に
、
下
の
文
に
「
畷
に
二
義
有
り
」

閥

価

と
云
う
中
の
本
覚
は
是
れ
な
り
。
上
の
文
の
生
滅
門
の
中
の
「
自
の
体
」

は
是
れ
な
り
。
『
勝
婁
』
の
中
の
「
不
染
に
し
て
染
、
染
に
し
て
不
染
」

初
中
言
一
心
者
。
謂
一
如
来
蔵
心
含

(

l

)

 

初
め
の
中
に
一
心
と
言
う
は
、
一
如
来
蔵
心
に
し
て
、
二
義
を
含
む

二
者
心
生
滅
門
。

ニ
に
は
心
生
滅
門
な
り
。

門
。
云
何
為
二
。
一
者
心
員
如
門
。

云
何
が
二
と
為
す
。

一
に
は
心
真
如
門
、

l

―1
0
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(
-
）
如
来
蔵
心
と
い
う
用
語
は
四
巻
本
（
大
正
一
六
、
四
八
七
下
一
五
）
、
十
巻
本

（
五
二
七
下
一
五
）
に
見
え
る
。
従
っ
て
『
研
究
』
（
三
）
の
一
三
七
頁
、
補
注
(
-
)

は
改
め
る
。
た
だ
し
こ
の
如
来
蔵
心
は
t
a
t
h
a
g
a
t
a
g
a
r
b
h
a
h
r
d
a
y
a
(
S
本
、
六
八

頁
、
一
行
目
）
の
訳
語
で
あ
っ
て
、

tathagatagarbhacitta
の
訳
で
は
な
い
。

（
二
）
衆
生
の
語
義
の
一
説
に
「
衆
多
の
生
死
を
受
け
る
」
（
『
往
生
論
註
』
『
倶
舎
論
光

記
』
。
『
望
月
辞
典
』
二
四
六
八
頁
に
よ
る
）
。
こ
れ
ら
は
「
衆
」
と
「
生
」
を
前
提

と
す
る
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
ド
で
な
く
中
国
で
の
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
解
釈
の
も
と
と
な
っ
た
も
の
は
、
如
来
蔵
思
想
を
説
く
『
不
増
不
減
経
』
の

「
此
法
身
…
無
辺
煩
悩
所
纏
従
無
始
世
来
…
往
来
生
死
名
為
衆
生
（
『
宝
性
論
』

引
用
S
本
は
衆
生
界
）
」
（
大
正
一
六
、
四
六
七
中
六
1
八
）
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く

法
蔵
は
こ
の
よ
う
な
生
死
す
る
衆
生
と
い
う
衆
生
観
に
立
っ
て
、
そ
う
い
う
衆
生

は
真
如
か
ら
見
れ
ば
、
本
来
既
に
涅
槃
し
て
い
る
か
ら
、
生
死
・
苦
・
業
の
滅
を

待
っ
て
涅
槃
に
入
る
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
思
想
を
『
維

摩
経
』
に
見
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
『
五
教
章
』
「
義
理

分
斉
第
九
」
の
冒
頭
で
、
本
の
三
性
、
即
ち
、
円
成
実
の
不
変
の
義
、
依
他
の
無

性
、
所
執
の
理
無
と
に
よ
る
の
で
、
三
性
は
一
際
に
し
て
同
に
し
て
異
な
る
こ
と

無
し
、
と
説
き
、
そ
の
教
証
と
し
て
、
「
衆
生
即
ち
涅
槃
な
り
、
更
に
滅
せ
ざ
る
な

り
」
と
、
『
維
摩
経
』
（
「
菩
薩
品
第
四
」
、
五
四
二
中
の
取
意
。
鎌
田
『
五
教
章
』

二
0
八
頁
に
よ
る
）
を
引
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
―
―
-
）
弥
勒

m旦
treya
は
、
神
話
の
中
で
は
現
在
兜
率
天
に
い
て
、
五
六
億
七
千
万
年

後
に
下
生
し
て
釈
尊
の
次
に
仏
に
な
る
当
来
仏
で
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
弥
勒
仏

は
未
来
際
に
属
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
凡
夫
（
或
い
は
、
仏
に
な
る
前
の
凡
夫
と

し
て
の
弥
勒
？
）
は
恐
ら
く
現
在
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
真
如
門
と

し
て
は
凡
夫
も
未
来
世
の
弥
勒
仏
も
同
じ
真
如
と
し
て
同
事
で
あ
る
か
ら
、
同
時

即
ち
同
一
際
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
際
は
koti
、

gta
の
訳
。
こ
れ
ら
は
e
n
d
、
e
品
e
等
の
意
味
で
あ
る
が
、
仏
教

で
は
特
に
a
p
a
r
a
n
t
a
k
o
t
i
(the future e
n
d
、
未
来
際
）
や
piirvakoti
(the first 

e
n
d
 (in time)
前
際
、
本
際
）
な
ど
と
し
て
、
時
に
お
け
る
e
n
d
、
limit
を
意
味

す
る
。
三
際
は
三
世
、
即
ち
過
去
、
現
在
、
未
来
の
こ
と
で
あ
る
。

（
五
）
「
不
染
而
染
染
而
不
染
」
等
は
法
蔵
の
『
五
教
章
』
の
中
（
第
十
所
詮
差
別
）

に
も
『
勝
婁
経
』
の
経
文
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
義
記
』
で
も
法
蔵
は
後
に

「
勝
髪
中
不
染
而
染
。
染
而
不
染
。
難
可
了
知
」
（
二
六
九
中
九
1

1
 

0
)
と
も
い

『
大
乗
起
信
論
義
記
」
研
究
（
四
）

う
の
で
、
少
な
く
と
も
法
蔵
は
『
勝
堂
経
』
の
経
文
と
し
て
記
憶
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
し
、
鎌
田
氏
の
指
示
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
自
性
清
浄
章
第
十
三
」
の

「
自
性
清
浄
心
而
有
染
汚
難
可
了
知
。
有
二
法
難
可
了
知
謂
自
性
清
浄
心

難
可
了
知
。
彼
心
為
煩
悩
所
染
亦
難
可
了
知
如
是
二
法
。
汝
及
成
就
大
法
（
大

正
―
二
、
ニ
ニ
ニ
下
）
と
あ
る
に
よ
る
」
（
『
五
教
章
』
三
二
六
頁
）
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
直
前
（
ニ
ニ
ニ
中
二
七
1
九
）
の
「
有
煩
悩
有
煩
悩
染
心
。
自
性
清
浄
心

而
有
染
者
難
可
了
知
」
の
取
意
と
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
法
蔵
は
『
五
教
章
』

で
は
「
不
染
而
染
と
は
縁
に
随
っ
て
諸
法
を
作
る
こ
と
を
明
す
な
り
。
染
而
不
染

と
は
縁
に
随
う
の
時
、
自
性
を
失
わ
ざ
る
こ
と
を
明
す
」
と
注
釈
し
て
い
る
か
ら
、

「
染
而
不
染
」
は
生
滅
門
の
な
か
の
随
縁
起
滅
の
面
を
示
し
、
「
不
染
而
染
」
は
生

滅
門
の
中
の
「
自
の
体
」
•
本
覚
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
法
蔵
が
こ
の
経
文

を
「
生
滅
門
に
約
し
て
説
く
」
と
し
た
の
は
、
そ
の
解
釈
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
五
教
章
』
で
「
自
性
を
失
わ
ざ
る
」
と
い
っ
て
、
自
の
体
や
本
覚
で
な
く
自
性
を

用
い
て
い
る
の
は
、
『
勝
饗
経
』
で
は
自
性
清
浄
心
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
『
浄
影
疏
』
は
こ
の
同
じ
箇
所
の
注
釈
で
、
た
だ
「
経
説
言
」
と
だ
け
言

っ
て
経
名
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
「
不
染
而
染
其
体
常
住
」
と
い
う
。
「
其
体
常

住
」
は
、
自
性
を
失
わ
な
い
「
染
而
不
染
」
を
言
い
換
え
た
だ
け
の
も
の
と
な
ろ

う
。
或
い
は
法
蔵
は
『
浄
影
疏
』
に
従
っ
た
と
も
取
れ
る
し
、
六
世
紀
か
ら
八
世

紀
頃
の
中
国
仏
教
で
一
般
に
認
め
ら
れ
た
解
釈
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
元

暁
は
『
別
記
』
で
こ
の
節
の
注
釈
の
中
で
『
起
信
論
』
、
経
と
し
て
は
『
榜
伽
経
』
等

は
二
門
・
ニ
義
を
宗
体
と
す
る
が
、
真
如
と
生
滅
は
異
な
ら
な
い
と
い
っ
て
、
「
生

滅
門
の
中
に
は
乃
ち
『
自
性
清
浄
心
は
無
明
の
風
に
因
り
て
動
じ
、
不
染
而
染
、

染
而
不
染
な
り
』
と
説
く
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
「
説
く
」
が
『
起
信
論
』
か

『
拐
伽
経
』
か
『
勝
婁
経
』
か
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
或
い
は
一
般
に
如

来
蔵
思
想
で
は
こ
う
説
く
と
い
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
性
清
浄
で

あ
り
な
が
ら
客
塵
の
煩
悩
に
よ
っ
て
染
汚
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
性
清
浄
心
は
、

「
不
染
而
染
、
染
而
不
染
」
、
即
ち
自
性
清
浄
で
あ
り
な
が
ら
染
汚
さ
れ
、
染
汚
さ

れ
な
が
ら
自
性
は
清
浄
で
あ
る
と
い
う
、
二
義
が
同
事
と
し
て
成
立
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
経
文
の
中
で
最
も
自
覚
的
に
「
難
可
了
知
」
と
し
て
示
し
た

の
が
『
勝
茎
経
』
の
上
述
の
経
文
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
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(
-
）
以
下
に
『
榜
伽
』
のS
本
、
七
巻
本
の
「
刹
那
品
」
(
k
~
a
1
;
t
i
k
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
)

の

冒
頭
に
当
た
る
三
文
言
を
引
用
し
て
い
る
（
法
蔵
は
『
五
教
章
』
で
も
「
第
十
所

詮
差
別
」
の
「
第
一
心
識
差
別
」
の
中
の
終
教
の
「
理
事
通
融
の
二
分
」
の
阿
頼

耶
識
に
つ
い
て
、
教
証
と
し
て
『
起
信
論
』
の
阿
黎
耶
識
の
文
と
共
に
、
こ
の
三

文
言
を
全
く
同
じ
こ
の
順
序
で
一
セ
ッ
ト
と
し
て
引
用
し
て
い
る
）
が
、
引
用
は

経
の
陳
述
順
序
と
逆
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
節
の
冒
頭
の

tathiigatagarbha}:l

「
如
来
蔵
は
」
と
同
格
（
主
格
）
で
列
挙
さ
れ
た
述
部
で
あ
る

(Lr
ニ
―
1
0
頁
）
。

引
用
一
四
巻
榜
伽
五
一
0
中
七
1
九

名
為
識
蔵
。
生
無
明
住
地
与
七
識
倶
。
如
海
浪
身
常
生
不
断
。

十
巻
榜
伽
五
五
六
中
二
九
ー
下
二

阿
梨
耶
識
者
。
名
如
来
蔵
。
而
与
無
明
七
識
共
倶
。
如
大
波
常
不
断

絶
身
倶
生
故
。

七
巻
榜
伽
六
一
九
下
四
ー
六

名
為
蔵
識
。
生
於
七
識
無
明
住
地
。
瞥
如
大
海
而
有
波
浪
。
其
体
相

続
恒
＊
注
不
断
。
（
＊
注
益
岬
注
に
住
。
こ
れ
を
採
る
）

iilayavijfiiinasarpsabdito .Nidyiiviisanabhfi.rnijail'). 

saptabhirvijfiiinail'). 
saha 
mahodadhitara.Iigavannityamavyucc 

巨
masariral').
pravartate 
(lll4-16) 

四
巻
榜
伽
五
一
七
中
七
ー
八

引
用

圃
大
海
の
波
の
如

V

mahodadhi応
m

品
a
目
t

。
水
波
の
比
喩
の
原
型
か
。

仰

虚

偽

の

悪

習

prapaficadau:;;t;lmlya

品
S

臼
邸
。
補
注
(
-
)
参
照
。

個
識
蔵

a
ぎ
芦
~
j器
n
a

。
補
注
（
一
）
参

照。
⑲
二
部
の
榜
伽
四
巻
本
と
十
巻
本
。
七

巻
本
に
つ
い
て
は
法
蔵
は
引
用
も
言
及
も

し
て
い
な
い
。

兒
作
諸
伎
築
等
。
廣
如
二
部
榜
伽
中
説
。

因
受
苦
築
。
輿
因
倶
若
生
若
滅
。
猶
如
伎

為
識
蔵
。
又
云
。
如
来
蔵
者
。
為
善
不
善

如
来
蔵
者
。
為
無
始
虚
個
悪
習
所
薫
。
名

共
倶
。
如
大
海
波
。
常
不
断
絶
等
。
又
云
゜

如
来
蔵
名
阿
頼
耶
識
。
而
輿
無
明
七
識

染
等
者
。
此
約
生
滅
門
説
也
。
榜
伽
云
゜

引
用
一

ロ(

-

）

 

等
は
、
此
れ
生
滅
門
に
約
し
て
説
く
な
り
。
『
榜
伽
』
に
云
く
、
「
如
来

蔵
を
阿
頼
耶
識
と
名
づ
く
。
而
し
て
無
明
七
識
と
共
倶
に
し
て
、
だ
海

の
波
の
如
く
常
に
断
絶
せ
ず
」
等
と
。
又
た
云
く
、
「
如
来
蔵
は
無
始
の

而

個
虚
偽
の
悪
習
の
為
め
に
薫
ぜ
ら
れ
名
づ
け
て
識
蔵
と
為
す
」
と
。
又
た

云
く
、
「
如
来
蔵
は
善
不
善
の
因
と
為
り
て
、
苦
楽
を
受
け
、
因
と
倶
に

若
し
く
は
生
じ
若
し
く
は
滅
す
。
猶
お
伎
児
の
諸
々
の
伎
楽
を
作
す
が

圃

如
し
」
等
と
。
広
く
は
二
部
の
『
榜
伽
』
の
中
に
説
く
が
如
し
。

為
無
始
虚
偽
悪
習
所
薫
名
為
識
蔵
。

十
巻
榜
伽
五
五
六
中
二
八
ー
ニ
九

以
諸
外
道
無
始
世
来
虚
妄
執
著
種
種
戯
論
諸
薫
習
故
。

大
慧
。
阿
梨
耶
識
者
。
名
如
蔵
識
。

七
巻
榜
伽
六
一
九
下
四

無
始
虚
偽
悪
習
所
黛
。
名
為
蔵
識
。

文
末
の
「
名
為
識
蔵
」
は
直
前
の
法
蔵
の
引
用
文
の
冒
頭
の
「
如
来
蔵
を
阿
頼
耶

識
と
名
づ
く
」
に
相
当
す
る
。

后
ca
tirthya avabuddhyante 
karai;i.abhinivesabhini~tal;t) 

g
 

adikalavividhaprapaficada~ulyavasanaviisita 

alayavijftan 

g
 
a:rpsabdito 
(ll12ー

1
4
)

四
巻
榜
伽
五
一
0
中
四
1
五

如
来
之
蔵
是
善
不
善
因
。
能
遍
興
造
一
切
趣
生
。
警
如
伎
児
変
現
諸
趣
゜

十
巻
榜
伽
五
五
六
中
ニ
ニ
ー
ニ
三

如
来
之
蔵
是
善
不
善
因
故
。
能
与
六
道
作
生
死
因
縁
。
警
如
伎
児
出

種
種
伎
゜

七
巻
榜
伽
六
一
九
下
一
ー
ニ

如
来
蔵
是
善
不
善
因
。
能
遍
興
造
一
切
趣
生
。
瞥
如
伎
児
変
現
諸
趣

tathagatagarbho mahamate kusalakusalahetukal:t sarvajanma 
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ー

1
2
)

全
体
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
引
用
さ
れ
て
い
な
い
述
部
を
も
含
め
て
こ
の
箇
所

を、

S
本
の
順
序
に
よ
っ
て
訳
出
す
る
。

マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
よ
、
如
来
蔵
は
（
一
）
善
と
不
善
と
の
原
因
を
も
ち
、
（
二
）

す
べ
て
の
生
と
趣
の
創
造
者
で
あ
り
、
（
又
は
、
趣
に
お
け
る
主
体
で
あ
り
、
）

（
三
）
舞
踏
家
の
よ
う
に
す
べ
て
の
趣

(IIT)
（
趣
の
苦
難
）
に
あ
ら
わ
れ
、

〔
以
上
（
引
用
三
）
の
訳
〕

（
四
）
我
と
我
所
を
除
去
し
、
（
五
）
そ
れ
を
理
解
し
な
い
の
で
一
二
和
合
の
縁

の
は
た
ら
き
と
結
ぴ
つ
い
た
（
輪
廻
）
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

（
六
）
そ
し
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
作
因
の
執
着
に
執
わ
れ
て
い
る
外
道
に

よ
っ
て
理
解
さ
れ
な
い
し
、

（
七
）
無
始
時
来
の
種
々
の
戯
論
の
悪
の
薫
習
に
よ
っ
て
薫
じ
ら
れ
、

（
八
）
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
名
づ
け
ら
れ
、
〔
以
上
（
引
用
二
）
の
訳
〕

（
九
）
無
明
住
地
よ
り
生
じ
た
七
識
と
共
に
、
大
海
の
波
の
よ
う
に
常
に
不
断

絶
な
身
体
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
〔
（
七
）
を
含
め
て
以
上
（
引

用
一
）
の
訳
〕

(

1

 

0
)
無
常
の
過
失
を
離
れ
、
(
-
―
)
我
論
を
滅
し
、
(
―
二
）
絶
対
に
本

性
清
浄
で
あ
る
。

法
蔵
の
引
用
一
は
十
巻
本
に
よ
っ
て
い
る
が
、
十
巻
本
の
冒
頭
「
阿
梨
耶
識
と

は
如
来
蔵
と
名
づ
け
」
を
「
如
来
蔵
を
阿
頼
耶
識
と
名
づ
け
」
に
改
め
て
い
る
。

原
本
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、
法
蔵
の
方
が
正
し
い
。
恐
ら
く
四
巻
本
の
「
名
為
識

蔵
」
に
よ
っ
て
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

法
蔵
が
引
用
一
で
何
故
十
巻
本
を
採
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

S
本
「
無

明
住
地
よ
り
生
じ
た
七
識
と
共
に
」
か
ら
す
れ
ば
、
四
巻
本
の
方
が
原
文
に
近
い
。

引
用
二
で
は
法
蔵
は
四
巻
本
を
採
る
。
ち
な
み
に
七
巻
本
は
最
初
の
「
為
」
を

欠
き
「
識
蔵
」
を
「
蔵
識
」
と
改
め
た
こ
と
に
な
る
。
七
巻
本
の
ほ
う
が
原
語

昔
yavijfiana
に
合
致
す
る
。
法
蔵
は
四
巻
本
の
「
識
蔵
」
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て

い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
「
蔵
」
を
如
来
蔵
の
「
蔵
」
と
同
じ
意
味
・
用
法
と
と
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
虚
偽
の
悪
習
」
の
「
虚
偽
」
は
prapafica、
「
悪
習
」
は

gUl?thulya (
プ
サ

ン
の
仏
訳
、

mauvais
etat
は
こ
の
漢
訳
に
よ
っ
た
も
の
か
）
、
あ
る
い
は
「
悪
習
」

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

は
dau1;1thulyavasanaか
（
虚
偽
、
悪
習
、
『
仏
教
語
』

prapafica、
gui;;thulya、

B
H
S
D
参
照
）
0
 

prapafica
は
十
巻
本
の
よ
う
に
「
戯
論
」
と
も
訳
さ
れ
、
言
語

や
思
惟
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
質
的
に
は
虚
偽
で
あ

る。
十
巻
本
は
（
六
）
の
外
道
に
つ
い
て
の
陳
述
と
（
七
）
の
こ
の
陳
述
と
を
混
同

し
て
い
る
。
法
蔵
が
採
ら
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

引
用
三
は
元
暁
が
こ
の
箇
所
の
注
釈
で
同
じ
教
証
と
し
て
用
い
て
い
る
。
元
暁

は
生
滅
門
に
関
し
て
「
如
来
の
性
隠
れ
て
顕
わ
れ
ざ
る
を
如
来
蔵
と
名
づ
く
」
と

述
べ
、
其
の
教
証
と
し
て
四
巻
本
の
此
の
箇
所
を
正
確
に
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い

る
（
た
だ
し
如
来
之
蔵
は
如
来
蔵
者
）
。

如
来
蔵
が
「
善
不
善
の
因
」
で
あ
る
こ
と
は
一
応
問
題
が
な
い
。
「
興
造
一
切
趣

生
」
は
原
本
で
は
「
す
べ
て
の
生
と
趣
の
百
m
r
」
で
あ
る
。
こ
の
K
日
tr
「
作
る
者
、

行
為
者
」
を
四
巻
本
（
七
巻
本
は
全
く
同
じ
）
は
「
能
（
遍
s
岡
目
）
興
造
」
と
訳

す
か
ら
、
趣
、
則
ち
六
趣
、
六
道
と
い
っ
た
全
て
の
境
遇
の
生
存
を
創
造
す
る
者

と
と
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
神
と
い
っ
た
創
造
主
を
意
味
し
な

い
。
六
道
な
ど
の
生
存
そ
の
も
の
が
業
の
結
果
で
あ
り
、
特
定
の
境
遇
を
結
果
と

し
て
享
受
し
た
も
の
は
、
同
時
に
そ
の
境
遇
に
お
け
る
行
為
者
で
あ
る
。
従
っ
て

k
臼
ヰ
は
全
て
の
境
遇
に
お
け
る
行
為
者
で
あ
る
。
即
ち
如
来
蔵
こ
そ
は
輪
廻
し
解

脱
す
る
主
体
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
法
蔵
の
引
用
文
は
十
巻
本
に
よ
り
な
が

ら
、
「
苦
楽
を
受
け
、
因
と
倶
に
若
し
く
は
生
じ
若
し
く
は
滅
す
」
（
法
蔵
は
『
五
教

章
』
（
五
0
0
中
三
1
四
）
で
も
こ
れ
と
同
じ
文
言
を
引
用
し
て
い
る
）
で
あ
る
か

ら
、
如
来
蔵
が
輪
廻
の
行
為
者
で
も
あ
り
享
受
者
で
も
あ
り
、
原
因
で
も
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

「
瞥
如
伎
児
変
現
諸
趣
」
は
「
伎
児
が
諸
趣
に
変
現
す
る
」
と
も
読
む
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
が
、
原
本
で
は
「
舞
踏
家
の
よ
う
に
（
如
来
蔵
は
）
す
べ
て
の
趣

に
あ
ら
わ
れ
る
」
で
あ
ろ
う
か
ら
「
瞥
え
ば
伎
児
の
ご
と
く
諸
趣
に
変
現
す
」
と

読
む
の
で
あ
ろ
う
。

原
本
の

gatisaIT1kata
は
T
訳
で
は
「
す
べ
て
の

gatiJ
(
漢
訳
は
諸
趣
）
で
あ

る
か
ら
、

gatisaIT1kala,
gate 
sakala, gatisakala
で
は
な
か
ろ
う
か
。

saIT1ka

ta
を
支
持
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
十
巻
本
は
明
ら
か
に
こ
れ
を
伎
児
の
行

為
と
読
ん
で
い
る
。

gati
の
戯
曲
・
演
劇
で
の
用
法
・
語
義
に
詳
し
く
な
い
が
、

action
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
十
巻
本
は
「
種
々
(
S

共
芸

1
)

の
伎
（
陪
u)」

と
訳
し
、
法
蔵
は
そ
れ
を
「
種
々
の
伎
楽
を
作
す
」
と
と
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
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＊
変
作
反
作
か
。
補
注
（
四
）
参
照
。

⑳
該
摂
総
の
中
の
第
三
。
本
稿
一
四
九

頁
二
行
。

⑪
各
＿
切
法
を
総
摂
す
「
各
々
総
摂
す
」

は
唐
訳
で
は
「
各
摂
」
。
一
切
法
を
摂
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
総
は
単
な
る
強
調
で
あ

っ
て
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

四
摂
「
是
の
心
は
即
ち
一
切
の
世
間
と

出
世
間
の
法
と
を
摂
す
」
「
研
究
」
（
三
）

一
三
六
頁
。

四
通
相
／
別
相
通
相
は
普
遍
相

(slim,
 

linyalak$ai:ia)
。
別
相
は
個
別
相
(svalak'

$ai:ia)
。

問
。
二
門
既
齊
相
揖
者
。
何
故
上
文
門
の
中
に
は
唯
だ
大
乗
の
体
の
み
を
示
し
て
相
用
を
顕
わ
さ
ず
、
生
滅

此
二
門
齊
措
不
二
故
。
得
説
為
一
心
也
。

還
掻
慎
如
門
也
。
以
瓦
器
牧
微
塵
等
。
以

縁
和
合
嬰
作
諸
法
。
諸
法
既
無
異
罷
。

め
る
を
以
て
な
り
。
此
の
二
門
は
斉
し
く
摂
し
て
不
二
な
る
を
以
て
の

之
法
。
生
滅
所
措
。
又
以
此
是
慎
如
輿

知
。
生
滅
門
者
。
是
染
浮
別
相
。
別
相

描
。
国
県
如
門
者
。
嘗
知
亦
爾
。
準
以
可

相
之
外
無
別
瓦
器
。
瓦
器
皆
為
微
塵
所

故
得
練
播
。
如
微
塵
是
瓦
器
通
相
。
通

是
染
浮
通
相
。
通
相
之
外
。
無
別
染
浮
゜

云
揖
。
今
繹
中
云
各
描
者
。
以
慎
如
門

該
掻
中
。
初
立
次
繹
゜

言
各
揖
一
切
法
者
。
上
立
義
分
中
直

是
二
種
門
皆
各
線
撮
＿
切
法

二
門
等
也
。

罷
相
莫
二
。
難
以
名
目
。
故
曰
一
心
有

然
此
二
門
。
畢
骰
通
融
。
際
限
不
分
。

此
等
並
約
生
滅
門
説
也
。

此
れ
等
は
並
び
に
生
滅
門
に
約
し
て
説
く
な
り
。

(

-

）

 然
る
に
此
の
二
門
は
挙
体
通
融
し
て
際
限
を
分
た
ず
、
体
相
二
莫

く
、
以
て
名
目
し
難
き
が
故
に
「
一
心
に
二
門
有
り
」
等
と
日
う
な
り
。

8
 

該
摂
の
中
、
初
に
立
、
次
に
釈
な
り
。

（

二

）

お

の

お

の

勅

是
の
二
種
の
門
は
皆
な
各
一
切
法
を
総
摂
す
。

各
一
切
法
を
摂
す
と
言
う
は
、
上
の
立
義
分
の
中
に
は
直
だ
「
摂
」

と
云
い
、
今
の
釈
の
中
に
「
各
摂
」
と
云
う
は
、
真
如
門
は
是
れ
染
浄

g
 

の
通
相
な
る
を
以
て
、
通
相
の
外
に
別
の
染
浄
無
し
。
故
に
総
摂
す
る

（三）

こ
と
を
得
。
微
塵
は
是
れ
瓦
器
の
通
相
に
し
て
、
通
相
の
外
に
別
の
瓦

器
無
く
、
瓦
器
は
皆
な
微
塵
の
所
摂
な
る
が
如
し
。
真
如
門
は
、
当
に

亦
た
爾
る
を
知
る
べ
く
、
準
じ
て
以
て
知
る
べ
し
。
生
滅
門
は
是
れ
染

浄
の
別
相
に
し
て
、
別
相
の
法
は
生
滅
の
摂
す
る
所
な
り
。
又
た
、
此

は
是
れ
真
如
と
縁
と
和
合
し
て
諸
法
を
変
作
す
る
を
以
て
、
諸
法
に
既

に
異
体
無
く
、
還
り
て
真
如
門
を
摂
す
る
な
り
。
瓦
器
は
微
塵
等
を
収

故
に
、
説
い
て
一
心
と
為
す
こ
と
を
得
る
な
り
。

問
う
、
二
門
既
に
斉
し
く
相
い
摂
せ
ば
、
何
の
故
に
上
の
文
の
真
如

＿
―
-
四
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(
-
）
『
海
東
別
』
で
は
「
二
門
は
相
い
離
れ
ざ
る
が
故
に
」
の
注
釈
の
最
後
（
ニ
ニ
七

中
二
六
ー
ニ
七
）
に
、
「
而
る
に
今
二
門
互
い
に
相
い
融
通
し
て
際
限
を
分
つ
無

し
。
是
の
故
に
皆
各
通
じ
て
一
切
の
理
事
の
諸
法
を
摂
す
」
と
述
べ
て
、
二
門
が

不
一
不
異
で
あ
る
こ
と
を
結
論
と
し
て
い
る
。
法
蔵
は
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
元
暁
よ
り
も
不
異
・
一
体
性
を
強
調
し
て
い
る
。

(
―
-
）
大
系
本
（
六
六
頁
一
行
目
）
は
こ
こ
で
こ
の
「
立
」
の
一
句
の
次
に
「
釈
」
に

当
る
「
此
義
云
何
。
以
是
二
門
不
相
離
故
」
を
割
り
つ
け
、
「
下
徴
責
釈
成
。
此
義

云
何
」
（
本
稿
一
五
八
頁
一
五
ー
一
六
）
を
「
此
義
云
何
下
徴
責
釈
成
」
（
六
九
頁

五
行
目
）
と
し
て
、
全
体
を
釈
文
と
す
る
。
冠
導
本
は
古
本
が
そ
う
な
っ
て
い
る

と
い
う
（
巻
中
本
二
左
）
。
玉
城
訳
は
こ
れ
を
採
る
。
今
は
し
ば
ら
く
大
正
に
従

、つ

（
三
）
微
塵
と
瓦
器
の
比
喩
は
『
起
信
論
』
本
文
の
覚
と
不
覚
と
の
同
相
と
異
相
を
論

じ
る
中
に
見
え
る
。
「
種
々
の
瓦
器
の
皆
同
じ
く
微
塵
の
性
と
相
と
な
る
が
如
く
」

（
五
七
七
上
ニ
―
―

-
I
二
四
）
、
及
び
「
種
々
の
瓦
器
、
各
々
同
じ
か
ら
ざ
る
が
如
く
」

（
中
一
）
。

『
起
信
論
』
が
「
体
と
相
」
で
な
く
、
「
微
塵
の
性
と
相
」
を
説
く
の
は
、
ど
ち

ら
も
生
滅
門
に
含
ま
れ
る
覚
と
不
覚
と
の
同
相
の
比
喩
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
法
蔵
が
「
体
相
莫
―
-
」
と
い
い
、
「
体
相
不
相
離
」
（
本
稿
一
五
九

頁
一
行
目
）
と
い
っ
て
、
体
と
相
と
を
論
じ
て
い
る
の
は
真
如
門
と
生
滅
門
と
に

つ
い
て
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
義
記
』
の
微
塵
と
瓦
器
の
比
喩
は
『
海
東
疏
』
で
は
省
か
れ
て
い
る
が
、
『
海

東
別
』
は
こ
の
比
喩
を
用
い
、
「
微
塵
は
是
れ
法
に
し
て
器
は
諸
相
に
通
じ
、
諸
相

の
外
に
別
の
瓦
器
無
く
、
瓦
器
皆
微
塵
の
所
摂
と
為
る
が
如
し
。
真
如
門
も
亦
た

是
く
の
如
し
」
（
ニ
ニ
七
中
一
八
）
と
説
く
。
法
蔵
は
こ
の
『
海
東
別
』
の
曖
昧
な

点
を
改
め
て
簡
潔
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
以
下
は
、
『
海
東
別
』
（
ニ
ニ
七
中
）
「
生
滅
門
と
は
即
ち
此
の
真
如
は
是
れ
善
不

善
の
因
と
縁
と
和
合
し
て
反
っ
て
諸
法
を
作
し
、
実
に
反
っ
て
諸
法
を
作
す
と
雖

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

―
二
五

も
而
も
恒
に
真
性
を
壊
せ
ざ
る
が
故
に
此
の
門
に
於
て
も
亦
た
真
如
を
摂
す
。
微

塵
の
性
衆
り
て
瓦
器
と
成
り
て
而
も
常
に
微
塵
の
性
を
失
わ
ざ
る
が
故
に
瓦
器
門

は
即
ち
微
塵
を
摂
す
る
が
如
し
」
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
以
下
の
問
答
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
「
海
東
別
』
に
説
か
れ
て
い
る
。
次
頁
の
涙

相
顕
実
門
と
攪
理
成
事
門
と
い
う
名
称
も
「
真
如
門
は
是
れ
相
を
浪
じ
て
以
て
理

を
顕
わ
す
」
と
「
生
滅
門
は
理
を
攪
り
て
以
て
事
を
成
ず
」
と
い
う
元
暁
の
注
釈

文
に
よ
る
。
た
だ
『
海
東
別
』
は
答
の
最
後
に
「
通
じ
て
之
を
論
ず
れ
ば
二
義
亦

た
斉
し
。
是
の
故
に
真
如
門
の
中
に
も
亦
た
応
に
事
相
を
示
す
べ
し
。
略
す
る
が

故
に
説
か
ざ
る
の
み
」
（
―
-
―
-
七
下
五
1
七
）
と
述
べ
て
、
立
義
分
の
真
如
の
相
が

「
摩
詞
術
の
体
を
示
す
」
と
い
っ
て
、
体
だ
け
を
説
い
て
い
る
の
は
略
し
て
事
相
を

説
い
て
い
な
い
の
だ
と
解
釈
す
る
。
こ
の
点
は
、
『
起
信
論
』
と
も
法
蔵
の
解
釈
と

も
異
な
る
。
こ
の
見
解
の
相
違
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
次
に
く
る
問
答
は
『
海
東

別
』
で
は
「
二
門
所
摂
の
理
事
も
亦
た
門
に
随
い
て
差
別
の
義
有
り
や
い
な
や
」

（
ニ
ニ
七
下
八
）
と
、
同
じ
理
事
で
も
二
門
の
各
々
の
摂
す
る
理
事
に
相
違
が
あ
る

か
否
か
を
問
う
の
に
対
し
て
、
法
蔵
は
真
如
門
が
体
の
み
を
示
す
な
ら
ば
、
生
滅

門
は
体
を
含
ま
ず
相
用
の
み
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
反
論
に
改
め
て
い
る
。
ち
な

み
に
『
海
東
疏
』
は
こ
れ
ら
の
問
答
を
欠
く
。
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⑳

三

三

大

。

四

三

l

-

＿大。

困
下
は
徴
責
し
て
釈
成
す

該
摂
の
中
の
「
釈
」
。

一
五
六
頁
の

以
是
二
門
不
相
離
故
。

是
の
二
門
は
相
い
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

本
唯
一
心
。
未
容
影
描
゜

責
云
。
若
二
門
各
別
不
可
相
従
。
若

故
。
得
振
於
生
滅
。
浪
相
而
不
存
故
。

事
而
理
不
失
故
。
具
示
於
三
大
。

罷
。
亦
可
攪
理
理
不
存
故
。
應
但
示
相

用
。
答
。
不
例
也
。
何
者
。
生
滅
起
必

藉
生
滅
故
。
浪
相
不
存
。
浪
相
不
存
故
。

唯
示
於
罷
。
理
不
失
故
。
具
示
於
三
。

下
徴
責
繹
成
。

此
義
云
何

是
故
揖
義
是
齊
。
示
義
別
也
。

の
義
は
別
な
り
。

g
 

下
は
徴
責
し
て
釈
成
す
。

頼
於
慎
故
。
攪
理
理
不
失
0

9

県
如
未
必

生
滅
の
起
こ
る
は
必
ず
真
に
頼
る
が
故
に
、
理
を
攪
り
て
理
失
せ
ず
。

真
如
は
未
だ
必
ず
し
も
生
滅
に
藉
ら
ざ
る
が
故
に
、
相
を
浪
じ
て
存
せ

ず
。
相
を
浪
じ
て
存
せ
ざ
る
が
故
に
唯
だ
体
の
み
を
示
す
。
理
失
せ
ざ

8
 

る
が
故
に
具
さ
に
＿
―
-
を
示
す
。
是
の
故
に
摂
の
義
は
是
れ
斉
し
く
、
示

此
の
義
は
云
何
゜

責
め
て
云
く
、
若
し
二
門
各
別
な
ら
ば
相
い
従
う
べ
か
ら
ず
。
若
し

(

l

)

 

本
と
唯
だ
一
心
な
ら
ば
、
未
だ
影
摂
を
容
れ
ず
。

だ
相
用
の
み
を
示
す
べ
し
。
答
う
、
例
と
せ
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、

問
。
前
既
浪
相
相
不
存
故
但
示
於

不
壊
理
而
成
事
故
。
得
掻
於
慎
如
。
成
故
に
、
具
さ
に
＿
―
-
大
を
示
す
。

但
示
於
橙
也
。
生
滅
是
攪
理
成
事
門
。

る
が
故
に
、
真
如
を
摂
す
る
こ
と
を
得
。
事
を
成
じ
て
理
失
せ
ざ
る
が

問
う
、
前
に
既
に
相
を
浪
じ
て
相
存
せ
ざ
る
が
故
に
但
だ
体
の
み
を

示
す
な
ら
ば
、
亦
た
理
を
攪
る
べ
き
も
理
存
せ
ざ
る
が
故
に
、
応
に
但

り
。
生
滅
は
是
れ
攪
理
成
事
門
に
し
て
、
理
を
壊
せ
ず
し
て
事
を
成
ず

如
是
浪
相
顕
賓
門
。
不
壊
相
而
即
浪

こ
と
を
得
。
相
を
浪
じ
て
存
せ
ざ
る
が
故
に
、
但
だ
体
を
示
す
の
み
な

用
。
生
滅
門
中
。
具
顕
三
耶
。
答
。
慎

慎
如
門
中
。
唯
示
大
乗
罷
。
不
顕
於
相

⑳
 

門
の
中
に
は
具
さ
に
＿
―
-
を
顕
わ
す
や
。
答
う
、
真
如
は
是
れ
浪
相
顕
実

門
に
し
て
、
相
を
壊
せ
ず
し
て
即
ち
浪
ず
る
が
故
に
、
生
滅
を
摂
す
る

―
二
六
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本
稿
一
四
八
頁
一
五
行
目
の

四

別

釈

「別」。

⑳
生
滅
門
よ
り
真
如
門
に
入
る
顕
示
正

義
の
章
の
末
尾
（
五
七
九
下
二
0
以
下
）
。

四
前
の
中
三
行
前
の
「
先
に
は
別
し
て

二
門
を
弁
ず
」
。

潤
真
如
門
前
の
行
の
二
門
、
二
段
の
第

一。

訓
標
こ
の
標
は
「
心
真
如
と
は
」
（
一
六

0
頁一

0
)
を
指
す
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

慎
如
門
中
。
初
標
次
繹
。
繹
中
二
。

前
中
繹
二
門
即
為
二
段
。

顕
動
静
不
一
。
後
従
生
滅
門
入
慎
如
門

―
二
七

第
二
別
繹
中
有
二
。
先
別
辮
二
門
。

良
以
二
門
一
揆
全
骰
遍
牧
。
此
義
亦

具
無
所
遺
。
以
具
揖
金
。
金
無
不
壺
゜

故
。
如
金
輿
荘
厳
具
。
若
以
金
牧
具
。

以
て
の
故
な
り
。
金
と
荘
厳
具
と
の
如
し
。
金
の
具
を
収
む
る
を
以
て

答
中
言
不
相
離
者
。
以
骰
相
不
相
離

然
。
思
之
可
見
。

下
。
明
會
相
入
賓
。
顕
動
静
不
異
゜

(
-
）
又
は
、
「
未
だ
影
摂
す
べ
か
ら
ず
」
。
「
浄
影
疏
』
は
「
真
如
は
縁
に
随
わ
ず
と
雖

も
、
染
浄
の
所
依
に
し
て
諸
法
の
体
た
る
こ
と
、
影
の
形
に
依
る
が
如
し
」
(
-
八

0
上
二
）
。
「
影
摂
者
不
離
義
形
与
影
互
不
離
相
也
」
（
冠
導
傍
註
中
本
二
と
三

の
間
）
参
照
。
二
門
が
実
体
と
し
て
別
異
で
あ
れ
ば
、
摂
は
成
り
た
た
な
い
。
し

か
し
二
門
が
実
体
と
し
て
一
心
で
あ
れ
ば
二
門
は
一
体
と
な
る
の
で
、
影
、
即
ち

影
像
と
し
て
の
二
門
、
非
実
在
な
二
門
の
相
摂
さ
え
も
あ
り
得
な
く
な
る
。

(
-
―
)
『
五
教
章
』
で
法
蔵
は
別
教
一
乗
の
教
義
が
仏
の
不
可
説
な
果
分
と
可
説
な
普

賢
の
境
界
で
あ
る
因
分
か
ら
な
る
と
す
る
が
、
そ
の
因
分
と
果
分
の
二
は
無
二
に

し
て
全
体
遍
収
す
る
と
い
う
。
因
分
も
果
分
の
全
体
を
遍
く
収
め
、
果
分
も
因
分

を
遍
く
収
め
る
こ
と
と
い
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
関
係
が
真
如
門
と
生
滅
門
に
つ
い

て
説
か
れ
て
い
る
。

答
の
中
に
相
い
離
れ
ず
と
言
う
は
、
体
と
相
と
は
相
い
離
れ
ざ
る
を

具
遺
す
所
無
く
、
具
の
金
を
摂
す
る
を
以
て
金
尽
さ
ざ
る
こ
と
無
き
が

（二）

若
し
。
良
に
二
門
一
揆
な
る
を
以
て
全
体
遍
く
収
む
。
此
の
義
も
亦
た

然
り
。
之
れ
を
思
い
て
見
る
べ
し
。

⑳
 

第
二
に
別
釈
の
中
に
二
有
り
。
先
に
は
別
し
て
二
門
を
弁
じ
て
動
静

嫡

の
不
一
を
顕
わ
し
、
後
の
「
生
滅
門
よ
り
真
如
門
に
入
る
」
よ
り
下
は
、

相
を
会
し
て
実
に
入
る
こ
と
を
明
か
し
て
動
静
の
不
異
を
顕
わ
す
。

偽前
の
中
、
二
門
を
釈
し
て
即
ち
二
段
と
為
す
。

o

o

e

o

 

真
如
門
の
中
に
は
、
初
め
は
標
、
次
は
釈
な
り
。
釈
の
中
に
二
あ
り
。

（
三
）
『
五
教
章
』
に
よ
る
と
、
頓
教
の
立
場
で
は
「
理
性
」
は
頓
に
顕
れ
る
の
で
、
「
一

切
法
は
言
説
も
観
智
も
待
た
ず
」
（
鎌
田
『
五
教
章
』
一
四
三
頁
）
と
い
う
。
観
智

は
漸
悟
を
達
成
す
る
言
説
と
結
ぴ
つ
い
た
理
論
的
な
理
の
観
察
、
智
識
を
い
う
の

か
。
あ
る
い
は
こ
こ
で
は
観
智
は
妙
観
察
智
の
こ
と
か
。
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図

如

真

如

゜

田
立
「
研
究
」
（
三
）
一
四
0
頁一

1
五

参
照
。

叫

如

真

如

゜

oo
＿
切
の
言
説
「
一
切
の
言
説
は
仮
名

に
し
て
実
無
く
但
だ
妄
念
に
随
う
の
み
に

し
て
不
可
得
な
る
を
以
て
の
故
に
」
（
五

七
六
上
一
三
ー
一
四
）
。

oo
＿
切
の
法
「
一
切
の
諸
法
」
本
稿
一

六
二
頁
―
一
行
以
下
。

聞
是
の
故
に
「
起
信
論
」
五
七
六
上
一

0
以
下
。

閲
初
「
実
に
就
き
て
略
し
て
標
す
」
（
五

行
前
）
「
心
真
如
は
即
ち
是
れ
（
中
略
）
心

性
は
不
生
不
滅
な
り
」
が
「
略
標
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

園
無
二
の
真
心
「
浄
影
疏
」
一
心
、
元
暁

も
同
じ
。
補
注
（
一
ー
）
参
照
。

徊
依
言
に
二
義
「
依
言
真
如
」
に
説
く

「
如
実
空
」
と
「
如
実
不
空
」
（
大
正
三
二
、

五
七
六
上
一
九
以
下
）
。

仰
依
り
て
冠
導
本
は
「
依
と
し
て
聖
法

を
生
ず
」
と
読
む
。

法
界
。
此
非
算
敷
之
一
。
謂
如
理
虚
融

り
て
生
ず
。
此
の
中
の
因
の
義
は
是
れ
界
の
義
な
る
が
故
な
り
」
と
。

初
中
一
法
界
者
。
即
無
二
慎
心
為

法
門
麓
゜

心
員
如
者
。
即
是
＿
法
界
大
線
相

名
。
前
中
有
三
。
初
就
賓
略
標
。
次

正
顕
如
橙
。
二
以
一
切
言
説
下
會
執
繹

立
中
慎
如
相
也
。
初
中
有
二
。

一
継
畢
の
中
の
真
如
の
相
を
釈
す
る
な
り
。
初
め
の
中
に
二
有
り
。

下
。
依
言
辮
徳
。
以
明
生
信
境
。
繹
上

法
罷
。
二
問
答
繹
疑
。
初
文
有
―
-
。
初

切
法
下
。
會
妄
顕
慎
。
三
是
故
下
。
結

慎
離
妄
゜

平
等
不
二
故
。
稲
為
一
。
又
封
下
依
言

有
二
義
故
。
今
約
骰
但
云
一
也
。
依
生

聖
法
故
云
法
界
。
中
邊
論
云
。
法
界
者
。

聖
法
因
為
義
故
。
是
故
説
法
界
。
聖
法

依
此
境
生
。
此
中
因
義
。
是
界
義
故
也
。

立
義
分
中
慎
如
義
。
二
復
次
慎
如
者

初
畢
如
橙
離
言
。
以
明
観
智
境
。
繹
上

一
に
は
総

g

（三）

初
め
は
如
の
体
の
離
言
を
挙
げ
て
以
て
観
智
の
境
を
明
か
し
、
上
の
立

義
分
の
中
の
真
如
の
義
を
釈
す
。
二
に
「
復
た
次
に
真
如
と
は
」
よ
り

下
は
、
言
に
依
り
て
徳
を
弁
じ
、
以
て
生
信
の
境
を
明
か
し
、
上
の
立

じ
て
法
体
を
挙
げ
、
二
に
は
問
答
釈
義
な
り
。
初
め
の
文
に
二
有
り
。

⑳

8
 

初
め
に
は
正
し
く
如
の
体
を
顕
わ
し
、
二
に
「
一
切
の
言
説
」
よ
り
下

は
、
執
を
会
し
て
名
を
釈
す
。
前
の
中
に
三
有
り
。
初
め
に
は
実
に
就

oo 

き
て
略
標
し
、
次
に
「
一
切
の
法
」
よ
り
下
は
妄
を
会
し
て
真
を
顕
わ

価

し
、
三
に
「
是
の
故
に
」
よ
り
下
は
真
の
離
妄
を
結
す
。

（二）心
真
如
は
即
ち
是
れ
＿
法
界
に
し
て
、
大
総
相
な
る
法
門
の
体
な

.＇‘、．．
 
＇ 

⑳

oo 

初
め
中
に
一
法
界
と
は
、
即
ち
無
二
の
真
心
を
一
法
界
と
為
す
。
此

れ
算
数
の
一
に
非
ず
。
謂
く
、
如
理
虚
融
に
し
て
平
等
不
二
な
る
が
故

囮

に
称
し
て
一
と
為
す
。
又
た
、
下
の
依
言
に
二
義
有
る
に
対
す
る
が
故

o

o

b

 

に
、
今
は
体
に
約
し
て
但
だ
一
と
云
う
な
り
。
依
り
て
聖
法
を
生
ず
る

522
 

（三）

が
故
に
法
界
と
云
う
。
『
中
辺
論
』
に
云
く
、
「
法
界
と
は
、
聖
法
の
因

を
義
と
為
す
が
故
に
、
是
の
故
に
法
界
と
説
く
。
聖
法
は
此
の
境
に
依

―
二
八

(160) 



（
一
）
生
信
は
起
信
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
冠
導
本
巻
中
本
の
二
と
三
の
間
に
あ
る
注

⑨
に
「
空
不
空
の
二
種
の
義
相
有
る
を
以
て
の
故
に
既
に
言
説
を
容
れ
信
を
生
ぜ

し
む
」
と
い
う
。
あ
る
境
に
信
を
起
こ
す
そ
の
境
、
即
ち
「
依
言
真
如
」
の
節
に

説
か
れ
て
い
る
真
如
に
信
を
起
こ
す
こ
と
。

（
二
）
元
暁
は
「
即
ち
是
れ
一
法
界
と
言
う
は
、
是
れ
真
如
門
の
所
依
の
体
を
挙
ぐ
。

一
心
は
即
ち
是
れ
一
法
界
な
る
が
故
な
り
。
此
の
一
法
界
は
通
じ
て
二
門
を
摂

す
。
而
る
に
今
は
別
相
の
門
を
取
ら
ず
。
中
に
於
て
但
だ
総
相
の
法
門
の
み
を
取

る
。
然
る
に
総
相
に
於
て
四
品
有
る
中
に
三
無
性
所
顕
の
真
如
を
説
く
が
故
に
大

総
相
と
言
う
」
（
『
海
東
疏
』
二
0
七
上
二
三
ー
ニ
七
）
と
注
釈
す
る
の
で
、
「
一
法

界
の
大
総
相
の
法
門
の
体
な
り
」
と
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
法
蔵
は
大
総
相
の
大

が
別
相
を
該
収
す
る
と
い
う
か
ら
、
二
門
を
摂
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
一

法
界
と
大
総
相
は
同
格
と
な
る
。
『
浮
影
疏
』
は
「
離
言
真
如
」
の
部
分
を
「
真
如

の
体
の
一
な
る
こ
と
を
明
か
す
」
と
し
、
大
総
相
を
「
心
は
是
れ
能
＜
恒
沙
の
仏

法
を
総
べ
、
衆
の
諸
法
を
攪
り
て
以
て
総
心
を
成
ず
。
盤
に
大
な
ら
ざ
る
こ
と
を

得
ん
や
。
故
に
大
総
相
と
言
う
。
若
し
通
じ
て
之
れ
を
言
わ
ば
諸
法
に
各
総
別
の

義
有
り
。
然
る
に
心
の
一
継
は
、
心
を
能
知
と
為
し
、
法
を
所
知
と
為
せ
ば
な
り
。

故
に
名
づ
け
て
総
と
為
す
。
此
の
心
に
よ
り
て
種
々
の
法
を
生
ず
る
が
故
に
法
門

の
体
と
言
う
」
(
-
八
0
上
二
六
）
と
釈
す
。
従
っ
て
一
法
界
は
一
心
で
あ
り
、
大

総
相
も
大
総
心
で
あ
り
、
法
門
の
体
も
一
心
と
な
る
か
ら
、
彼
も
「
一
法
界
に
し

て
大
総
相
に
し
て
、
法
門
の
体
」
と
同
格
と
読
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
「
中
辺
論
』
第
一
章
第
十
五
偶
の
後
半
。
こ
の
十
五
偶
は
第
十
四
偶
に
説
か
れ
た

空
性
の
同
義
語
の
う
ち
、
法
界
（
d
巨
m
包
hatu)
の
意
味
を
解
説
し
た
も
の
で

あ
る
。
引
用
は
そ
の
同
義
語
の
他
の
―
つ
で
あ
る
勝
義
（
真
実
・
P
月
目
函
己
5
ta) 

の
解
説
と
と
も
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
第
十
五
偶
〕
聖
境
界
聖
法
因
及
依
（
大
正
三
一
、
四
五
二
中
二
七
ー
ニ
八
）

aミ
品
ocarai}:l
/
 
hetutvaccaryadharmal).am /
 
15bc 

聖
者
の
行
境
に
よ
っ
て
、
ま
た
聖
（
者
）
の
法
の
原
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て

（
勝
義
と
法
界
と
の
意
味
が
知
ら
れ
る
）

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

―
二
九

聖
智
境
界
故
第
一
義
智
為
体
故
説
真
実
聖
法
因
為
義
故
是

故
説
法
界
聖
法
依
此
境
生
此
中
因
義
是
界
義
（
四
五
二
下
三
ー

五）

a
q
 ajfianagocaratvat paramarthal) /
 

paramajfianavi~ayatvad 

/
 
ary 

adharmahetutvaddharmadhatul) /
 
a
 
a
a
,
 
ai:ian tadalambanapr 

abhavatvat hetvartho hyatra dhatvarthal)/ (pp. 2
3
-
2
4
)
 

聖
者
の
知
の
行
境
で
あ
る
か
ら
勝
義
で
あ
る
。
最
高
（
勝
）
の
知
の
対
象

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
聖
法
の
原
因
で
あ
る
か
ら
法
界
で
あ
る
。
聖
法
は
そ

れ
を
所
縁
と
し
て
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
こ
こ
で
は
界
の
意
味

は
原
因
の
意
味
で
あ
る
。

「
最
高
の
知
の
対
象
」
は
P
日
目
la
巳
a
を
格
限
定
複
合
詞
と
解
し
た
場
合
で
あ

る
。
一
般
に
は
最
高
の
知
は
無
分
別
智
で
あ
り
、
そ
の
智
の
対
象
が
勝
義
（
勝
智

の
義
）
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
無
分
別
智
と
い
い
な
が
ら
、
智
と
智
の
対

象
と
い
う
分
別
智
の
構
造
を
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
て
真
諦
は

「
第
一
義
智
を
体
と
為
す
」
と
、
対
象
を
体
、
そ
の
も
の
自
身
、
す
な
わ
ち
無
分
別

智
そ
の
も
の
と
取
る
。
或
る
意
味
で
は
勝
義
の
思
想
に
忠
実
な
意
訳
と
な
っ
て
い

る
。
「
行
境
」
は
知
の
対
象
物
で
は
な
く
、
知
が
は
た
ら
く
領
域
・
地
平
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
安
慧
釈
で
は
法
界
の
法
、
即
ち
聖
法
を
正
見
か
ら
正
解
脱
智
と
す
る
。

唯
識
派
で
あ
る
か
ら
、
聖
法
が
見
や
智
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
法
界
も

勝
義
と
同
じ
よ
う
に
そ
う
い
う
智
や
見
が
は
た
ら
く
世
界
、
聖
者
の
智
の
世
界
で

あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
『
宝
性
論
』
で
は
法
身
の
説
明
と
し
て
こ
こ
で
は
智
・
見

を
生
じ
る
原
因
の
面
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
が
単
に
智
・
見
を
生
じ
る
生
成

の
因
果
関
係
の
中
の
原
因
で
は
な
い
。
所
縁
は
真
諦
も
「
境
」
と
訳
す
よ
う
に
智

を
生
じ
る
対
象
的
契
機
を
原
因
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
真
諦
が
偶
に
「
及
依
」

を
加
え
て
い
る
よ
う
に
智
・
見
の
存
在
の
根
拠
と
い
う
意
味
で
の
原
因
で
あ
る
。

法
蔵
も
「
依
り
て
聖
法
を
生
ず
る
」
と
す
る
。

【注】

(161) 



仰

別

別

相

。

徊
聖
智
冠
導
本
巻
中
本
三
左
の
頭
注

に
、
「
探
玄
記
二
四
十

T

有
二
義
中

第
二
義
」
と
い
う
が
「
探
玄
記
」
の
何
処

に
相
当
す
る
か
不
明
。
「
五
教
章
」
に
は

「
（
真
如
は
無
で
な
い
。
）
聖
智
の
行
処
の

故
に
」
（
五
九
九
下
一
六
）
。
「
真
如
無
く
ば

聖
智
に
因
無
か
ら
ん
」
（
五

0

0
中
二

九）。

⑭
治
対
治
の
こ
と
。
悟
り
の
智
慧
が
煩

悩
の
迷
い
を
破
り
し
り
ぞ
け
る
こ
と
。

「
研
究
」
（
三
）
一
四
六
頁
頭
注
「
所
治
」

参
照
。

徊
皆
唐
訳
は
「
唯
妄
念
に
依
り
て
」
で

な
く
、
「
皆
妄
念
に
依
り
て
」
で
あ
る
。

依
病
眼
妄
見
空
華
。
故
云
皆
依
妄
念
而

是
汝
遍
計
妄
情
所
作
。
本
束
無
賓
。
如

何
乃
言
性
無
生
滅
。
繹
云
。
差
別
相
者
。

執
者
云
。
現
見
諸
法
差
別
遷
流
。
云

若
離
心
念
則
無
＿
切
境
界
之
相
。

一
切
諸
法
唯
依
妄
念
而
有
差
別
。

随
妄
不
生
。
約
治
不
滅
。
又
修
起
不
生

虞
染
不
滅
。
故
描
論
云
。
世
間
不
破
。

出
世
間
不
盛
故
也
。

二
會
妄
顕
興
中
二
句
。

―
―
口
心
性
不
生
滅
者
。
繹
上
法
骰
。
謂

所
謂
心
性
不
生
不
滅

遊
曰
門
。

故
云
大
也
。
此
一
法
界
。
學
罷
全
作
生

故
云
罷
也
。
軌
生
物
解
日
法
。
聖
智
通

滅
門
。
學
證
全
作
慎
如
門
。
為
顕
此
義

門
。
於
中
但
取
継
相
。
然
亦
該
収
別
盛

言
大
穂
相
者
。
二
門
之
中
不
取
別
相

―――
10 

大
総
相
と
言
う
は
、
二
門
の
中
に
は
別
相
門
を
取
ら
ず
、
中
に
於
て
但

紛

だ
総
相
を
取
る
の
み
。
然
る
に
亦
た
別
を
該
収
し
て
尽
す
が
故
に
大
と

(

-

）

 

云
う
な
り
。
此
の
一
法
界
は
挙
体
全
く
生
滅
門
と
作
り
、
挙
体
全
く
真

如
門
と
作
る
。
此
の
義
を
顕
わ
さ
ん
が
為
め
の
故
に
体
と
云
う
な
り
。

⑬

（

三

）

軌
と
し
て
物
の
解
を
生
ず
る
を
法
と
日
い
、
聖
智
通
遊
す
る
を
門
と
日

心
性
は
不
生
滅
な
り
と
言
う
は
上
の
法
体
を
釈
す
。
謂
く
、
妄
に
随

⑭
 

う
に
生
ぜ
ず
、
治
に
約
す
る
に
滅
せ
ず
。
又
た
修
起
す
る
に
生
ぜ
ず
、

（四）

染
に
処
す
る
に
滅
せ
ず
。
故
に
摂
論
に
、
「
世
間
に
も
破
れ
ず
、
出
世
間

＿
切
の
諸
法
は
唯
だ
妄
念
に
依
り
て
の
み
差
別
有
り
。
若
し
心
念

を
離
る
れ
ば
則
ち
＿
切
の
境
界
の
相
無
し
。

（五）

執
者
云
く
、
諸
法
の
差
別
と
遷
流
を
現
見
す
。
云
何
ん
ぞ
乃
ち
性
に

生
滅
無
し
と
言
う
や
。
釈
し
て
云
く
、
差
別
の
相
は
是
れ
汝
が
遍
計
妄

情
の
所
作
に
し
て
、
本
来
実
無
し
。
病
眼
に
依
り
て
妄
に
空
華
を
見
る

笛

が
如
し
。
故
に
「
皆
妄
念
に
依
り
て
の
み
差
別
有
り
」
と
云
う
。
疑
者

ニ
に
妄
を
会
し
て
真
を
顕
わ
す
中
に
二
句
あ
り
。

に
も
尽
き
ざ
る
が
故
な
り
」
と
云
う
。

゜
ぷ
ノ

謂
う
所
の
心
性
は
不
生
不
滅
な
り
。

(162) 



（
一
）
『
海
東
疏
』
で
は
「
軌
と
し
て
真
解
を
生
ず
る
が
故
に
名
づ
け
て
法
と
為
し
、
通

じ
て
涅
槃
に
入
る
が
故
に
名
づ
け
て
門
と
為
し
、
一
法
界
、
挙
体
生
滅
門
と
作
る

が
如
く
、
是
く
の
如
く
挙
体
真
如
門
と
為
る
。
是
の
義
を
顕
わ
さ
ん
が
為
の
故
に

体
と
言
う
な
り
」
（
二
0
七
上
二
七
以
下
）
。
こ
の
注
釈
は
『
海
東
別
』
に
欠
く
。

こ
の
よ
う
に
、
体
に
つ
い
て
は
、
元
暁
も
法
蔵
も
「
此
の
義
を
顕
わ
さ
ん
が
為
の

故
に
体
と
言
う
」
と
い
う
が
、
元
暁
の
場
合
は
、
一
法
界
が
挙
体
、
即
ち
体
を
挙

げ
て
真
如
門
と
な
る
と
い
う
、
こ
の
義
を
顕
わ
す
た
め
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
法

蔵
で
は
、
体
を
挙
げ
て
生
滅
門
と
な
り
、
体
を
挙
げ
て
真
如
門
と
な
る
と
い
う
意

味
で
法
門
の
体
と
い
う
の
だ
と
す
る
。

（
二
）
軌
生
物
解
は
軌
生
勝
解
（
『
倶
舎
論
記
』
）
と
も
い
う
。
「
軌
（
た
だ
）
し
く
物
解

を
生
ず
」
か
。
今
は
冠
導
本
の
送
り
仮
名
に
従
う
（
頭
注
仰
「
依
り
て
」
参
照
）
。

『
海
東
疏
』
で
は
「
軌
生
真
解
」
（
前
注
参
照
）
。
法
が
規
範
と
な
っ
て
物
の
理
解
を

生
ず
る
こ
と
。
「
任
持
自
性
」
と
共
に
法
の
定
義
で
あ
る
が
、
任
持
自
性
が
も
の
と

し
て
の
法
の
存
在
論
的
定
義
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
法
が
知
識
を
生
ず
る

面
を
示
す
の
で
、
法
と
い
う
語
の
意
味
は
真
実
・
理
と
い
う
意
味
で
な
く
、
教
え

と
い
う
意
味
に
近
づ
く
。
法
蔵
が
法
門
の
法
の
意
味
と
し
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
恐

ら
く
「
軌
生
物
解
」
は
中
国
で
定
型
化
さ
れ
た
定
義
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
元
暁
は
「
通
入
涅
槃
。
故
名
為
門
」
（
二
0
七
上
二
八
）
と
注
し
、
『
浄
影
疏
』

は
心
に
即
し
て
「
此
の
心
の
、
種
々
法
を
生
ず
る
に
よ
る
が
故
に
法
門
の
体
と
言

う
」
(
-
八
0
上
1
中
）
と
説
明
し
て
い
る
。
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
二
（
大
正
三

五
、
一
三
七
中
）
の
中
で
「
法
門
」
の
法
に
、
(
-
)
自
性
、
（
二
）
軌
則
、
（
三
）
対
智

を
あ
げ
、
門
に
、
（
一
）
標
別
の
義
（
此
の
門
は
彼
（
の
門
）
に
非
ざ
る
が
如
し
）
、

（
二
）
通
智
遊
入
の
義
、
（
三
）
収
入
の
義
（
一
切
を
一
に
入
る
る
と
き
、
一
を
以
て

門
と
為
す
）
、
（
四
）
通
出
の
義
（
門
の
中
に
於
て
能
く
一
切
を
出
す
も
窮
尽
せ
ざ
る

が
故
な
り
）
を
あ
げ
て
い
る
。
今
は
法
も
門
も
各
々
第
二
の
軌
則
と
通
智
遊
入
を

示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
聖
智
通
遊
と
通
智
遊
入
の
異
同
は
明
ら
か
で
な
い
。
な

お
、
対
智
と
通
智
に
つ
い
て
は
、
坂
本
『
探
玄
記
』
ニ
―
二
頁
、
注
三
二
四
、
三

二
五
参
照
。『

大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
四
）

（
四
）
『
摂
論
』
で
は
第
一
章
の
冒
頭
で
阿
頼
耶
識
を
仏
が
説
か
れ
た
こ
と
と
、
阿
頼
耶

識
と
い
う
名
称
を
用
い
て
説
か
れ
た
こ
と
の
教
証

(agarr邑
と
し
て
『
阿
毘
達

磨
大
乗
経
』
の
二
詩
頌
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
中
の
第
一
詩
頌
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無
始
時
来
の
界
が
あ
る
。
す
べ
て
の
法
の
根
拠
で
あ
る
。

そ
れ
が
あ
る
と
き
、
す
べ
て
の
境
界
が
あ
り
、
ま
た
涅
槃
の
証
悟
が
あ
る
。

は
、
唯
識
派
で
は
阿
頼
耶
識
の
、
如
来
蔵
論
で
は
如
来
蔵
の
教
証
と
し
て
処
々
に

引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
頌
は
界
が
す
べ
て
の
法
の
依
り
所
で
あ
り
、
生
死
と

涅
槃
の
成
立
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
詩

頌
の
文
言
か
ら
も
疑
え
な
い
。
し
か
し
、
真
諦
釈
は
、
世
親
の
注
釈
の
忠
実
な
訳

と
考
え
ら
れ
る
T
訳
、
玄
笑
訳
等
と
は
異
な
る
、
独
自
の
見
解
・
解
釈
を
加
え
て

い
る
。
彼
は
界
が
「
解
を
以
て
性
と
為
す
」
も
の
と
し
、
(
-
)
体
類
、
（
二
）
因
、

（
三
）
生
、
（
四
）
真
実
、
（
五
）
蔵
の
五
義
が
あ
る
と
し
、
そ
の
各
々
に
説
明
を
加

え
て
い
る
。
「
解
」
は
元
暁
が
衆
生
心
、
一
心
の
性
を
「
神
解
」
と
す
る
思
想
と
共

通
す
る
中
国
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。
五
義
も
如
来
蔵
論
的
解
釈
が
濃
厚
で
あ
る

（
『
摂
論
』
上
、
七
八
頁
（
注
三
）
参
照
）
。
そ
の
中
の
（
四
）
の
「
真
実
」
の
説
明

が
こ
の
引
用
文
「
世
間
に
在
っ
て
破
れ
ず
、
出
世
間
に
も
亦
た
尽
き
ざ
る
な
り
」

（
大
正
三
一
、
一
五
六
下
二

0
1
ニ
―
)
で
あ
る
。
真
実
は
真
如
・
体
大
の
「
平
等

に
し
て
増
減
せ
ざ
る
」
不
変
、
一
性
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
『
中
論
』
「
観
因
縁
品
」
（
大
正
三
0
、
二
上
）
に
「
世
間
現
見
」
と
い
う
用
語
が

見
え
る
。
こ
れ
は
l;tjig

rten na m
t
h
o
n
 b
a
の
訳
と
考
え
ら
れ
る
。
「
世
間
で
見
ら

れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
不
生
不
滅
の
八
不
に
対
し
て
、
穀
物
な

ど
の
種
子
と
芽
な
ど
の
例
に
よ
っ
て
生
滅
が
日
常
経
験
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、
と

い
う
反
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
不
生
不
滅
が
差
別
と
遷
流
の

日
常
経
験
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
。

三
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個
若
し
念
を
離
る
れ
ば
則
ち
無
し
「
若

し
心
念
を
離
る
れ
ば
則
ち
一
切
の
境
界
の

相
無
し
」
（
本
稿
一
六
二
頁
―
一
行
）
の

略。
(
-
）
「
（
-
）
三
界
は
虚
偽
に
し
て
唯
だ
心
の
所
作
な
る
の
み
。
（
二
）
心
を
離
る
れ
ば

則
ち
六
塵
の
境
界
無
し
」
（
『
起
信
論
』
五
七
七
中
一
六
ー
一
七
）
の
注
釈
（
―
-
六

五
中
二
五
ー
下
四
）
の
中
で
、
法
蔵
は
こ
の
文
を
「
正
し
く
一
心
に
属
す
る
こ
と

を
結
す
る
こ
と
と
し
、
(
-
)
を
「
順
じ
て
三
界
を
結
す
」
る
こ
と
で
あ
り
、
（
二
）

を
「
返
り
て
六
塵
を
結
す
」
る
こ
と
と
す
る
。
「
順
結
」
は
三
界
に
属
す
る
こ
と
を

肯
定
的
に
結
論
と
し
、
返
結
は
換
質
換
位
し
て
「
六
塵
が
唯
だ
是
れ
一
心
」
で
あ

る
こ
と
を
験
す
こ
と
。

結
準
之
。
故
云
若
離
於
念
則
無
等
也
。

不
見
。
應
是
迷
倒
。
凡
夫
既
見
。
應
是

覺
悟
。
如
不
見
空
華
。
應
是
病
眼
。
返

ざ
る
は
、
応
に
是
れ
迷
倒
な
る
べ
く
、
凡
夫
の
既
に
見
る
は
、
応
に
是

れ
覚
悟
な
る
べ
し
。
空
華
を
見
ざ
る
は
応
に
是
れ
病
眼
な
る
べ
き
が
如

し
。
返
結
し
て
之
に
準
す
べ
し
。
故
に
「
若
し
念
を
離
る
れ
ば
則
ち
無

し
」
等
と
云
う
な
り
。

若
此
境
非
妄
所
作
。
定
賓
有
者
。
聖
人
此
の
境
に
し
て
妄
の
所
作
に
非
ず
、
定
ん
で
実
有
な
ら
ば
、
聖
人
の
見

既
無
比
境
。
即
験
此
境
定
従
妄
生
。
又

念
生
。
繹
云
。
以
諸
聖
人
離
妄
念
故
。

有
差
別
。
疑
者
又
云
。
以
何
得
知
依
妄

三

又
た
云
く
、
何
を
以
て
妄
念
に
依
り
て
生
ず
と
知
る
を
得
る
や
。
釈
し

も
ろ
も
ろ

て
云
く
、
諸
の
聖
人
は
妄
念
を
離
る
る
を
以
て
の
故
に
、
既
に
此
の

境
無
し
。
即
ち
験
ら
け
し
、
此
の
境
定
ん
で
妄
よ
り
生
ず
。
又
た
若
し
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